
200km0

　　  　　　　　　　　 す　　　　　　　　　と どう ふ けん　　 　　ち ほう

❶ あなたが住んでいる都道府県と、地方の
　　  な まえ　　 か

　 名前を書きましょう。

　　  　　　　　　　　 す　　　　　　　　　と どう ふ けん

❸ あなたが住んでいる都道府県と、となり
　　  　　　　 と どう ふ けん　　 な まえ　　 か

　 あう都道府県の名前を書きましょう。

と どう ふ けん　　　な まえ

　 ・都道府県の名前

　　  　　　　　　　　 す　　　　　　　　　と どう ふ けん　　かたち

❷ あなたが住んでいる都道府県の形を
　 かきましょう。

　　 　　ち ほう　　　な まえ

　 ・地方の名前
ち ほう

地方

　　  　　　　　　　　 た　　　　　　　　　　　た　　 もの　　　　　　 　　

❹ あなたが食べてみたい食べ物と、その
　　　た　　もの　　　　　　 と どう ふ けんめい　　 か

　 食べ物がある都道府県名を書きましょう。
た 　　もの　　　な まえ

　 ・食べ物の名前

　　  　　　　　　　　 す　　　　　　　　　と どう ふ けん

❺ あなたが住んでいる都道府県のグルメを、
　 しょうかいしてみましょう。

と どう ふ けん　　　な まえ

　 ・都道府県の名前

グルメマップグルメマップ
日 本 全 国

都 道 府 県都
と どう けん

道 府 県 の

な
ま
え

秀学社

かくにん
と どう ふふ けん

4年 奈良W1

やまがたけん

山形県

と やまけん

富山県

あい ち けん

愛知県

ほっかいどう

北海道

あおもりけん

青森県

いわ て けん

岩手県
あき た けん

秋田県

ふくしまけん

福島県
とち ぎ けん

栃木県

にいがたけん

新潟県

いしかわけん

石川県

なが の けん

長野県

か　な がわけん

神奈川県
ち
　ば
け
ん

千
葉
県

とうきょう と

東京都

さいたまけん

埼玉県

いばら き けん

茨城県

ぐ
ん
ま
け
ん

群
馬
県

や
ま
な
し
け
ん

山
梨
県

しずおかけん

静岡県
し　が けん

滋賀県

ふく い けん

福井県
とっとりけん

鳥取県

な
　ら
け
ん

奈
良
県

み
　え
け
ん

三
重
県

き
ょ
う
と
　ふ

京
都
府

ひょう ご けん

兵庫県
しま ね けん

島根県

とくしまけん

徳島県

か がわけん

香川県

おかやまけん

岡山県
ひろしまけん

広島県
やまぐちけん

山口県
え ひめけん

愛媛県
こう ち けん

高知県
ふくおかけん

福岡県
さ　が けん

佐賀県
ながさきけん

長崎県
くまもとけん

熊本県

おおいたけん

大分県

みやざきけん

宮崎県

か　ご しまけん

鹿児島県

み
や
ぎ
け
ん

宮
城
県

ぎ　ふ けん

岐阜県

わ
　か
や
ま
け
ん

和
歌
山
県

おきなわけん

沖縄県

おおさか ふ

大阪府

奈良県
な ら けん

大阪府、京都府、和歌山県、三重県
おお さか ふ きょう と ふ わ か やま けん み え けん

近畿
きん き

シロエビ
バーガー

うなぎ　　　　　　どん

鰻まぶし丼

イノシシカレー
　　　　　　どん

ぬまづ丼

よねざわぎゅうどん

米沢牛丼 まつしま　　　　どん

松島カキ丼

ひ ない じ どりおや こ どん

比内地鶏親子丼 いわ て ぎゅう　　　　　　　　どん

岩手牛スジもつ丼

クリーム
ボックス

さ　ど てんねん

佐渡天然
　　　　　　　　どん

ブリカツ丼

おお ま　　　　　　　　 どん

大間のまぐろ丼

かなざわ

金沢カレー

あさりまん

メロンカレー
ふとめん

太麺やきそば

つきしま

月島
もんじゃ

　　　　　　　　　　どん

ソースカツ丼

　　　　　　 い　　　や

スープ入り焼きそば

や

焼き
まんじゅう

おびひろ　　ふだどん

帯広の豚丼

　　　　　　どん

しらす丼

おく み　の

奥美濃カレー
　                  　　 ぼう

ひっちゃく棒

う　わ じまたい

宇和島鯛めし

ふな

鮒ずし

しょう ゆ 　　　　どん

醤油カツ丼

とばーがー

かき　　 は　ず　し

柿の葉寿司

　　この　　 や

お好み焼き
　　　　　　どん

しらす丼

　　　　じる

ヤギ汁

あか し　や

明石焼き

とくしま
バーガー

こくたん

黒丹バーガー

カツオのたたき

さぬき

讃岐うどん

かにめし

つ やま

津山ホルモン
うどん

いずも

出雲そば

けいはん

鶏飯

　　　　　　なんばん

チキン南蛮

　　この　　 や

お好み焼き

　　　　りょう り

ふく料理

じ ごく む

地獄蒸し

ながさき

長崎ちゃんぽん

はか た

博多ラーメン

ば　さ

馬刺し

よぶ こ

呼子いか

組　　　　番



ち　ず ちょう

地図帳でかくにんしよう。

200km0

中国地方
ちゅうごく ち ほう

東北地方
とうほく ち ほう

四国地方
し こく　ち ほう

九州地方
きゅうしゅう　ち ほう

関東地方
かんとう　ち ほう
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ち ほう　　　　　　 と どう ふ けん　　 な まえ　　　　　　　　　　なか　　 か

地方ごとに都道府県の名前を　　　の中に書きましょう。

近畿地方
きん き　ち ほう

秀学社

な
ま
え都 道 府 県道 府 県都

どう ふ けんとと

にちょうせん!
どう ふ けん

4年 奈良W1 うら

み　え けん

三重県
し　が けん

滋賀県
きょう と　ふ

京都府
おおさか ふ

大阪府

ひょう ご けん

兵庫県
な　ら けん

奈良県
わ　か やまけん

和歌山県

にいがたけん

新潟県
と やまけん

富山県
いしかわけん

石川県

ふく い けん

福井県
やまなしけん

山梨県
なが の けん

長野県
ぎ　ふ けん

岐阜県
しずおかけん

静岡県
あい ち けん

愛知県
ほっかいどう

北海道

あおもりけん

青森県
いわ て けん

岩手県

やまがたけん

山形県
ふくしまけん

福島県

みや ぎ けん

宮城県
あき た けん

秋田県

いばら き けん

茨城県
とち ぎ けん

栃木県
ぐん ま けん

群馬県
さいたまけん

埼玉県

ち　ば けん

千葉県
とうきょう と

東京都
か　な がわけん

神奈川県

とくしまけん

徳島県
か がわけん

香川県

え ひめけん

愛媛県
こう ち けん

高知県

ふくおかけん

福岡県
さ　が けん

佐賀県
ながさきけん

長崎県
くまもとけん

熊本県
おおいたけん

大分県
みやざきけん

宮崎県
か　ご しまけん

鹿児島県
おきなわけん

沖縄県

ひろしまけん

広島県
やまぐちけん

山口県

とっとりけん

鳥取県
しま ね けん

島根県
おかやまけん

岡山県

組　　　　番



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑴ 奈良県のようす
1 わたしたちの奈

な

良
ら

県

都道府県の名前と位置、奈良県のようすがわかる。（1）
資料から、奈良県のようすについて読み取る。（2 ）4年1 奈良 めあて

うらの問題もやりましょう。

  上
うえ

の ～ の資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、どの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

していますか。 
に番

ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） ｛　｝の中
なか

のあう数
すう

字
じ

や言
こと

葉
ば

を、 でかこみ
ましょう。
　  奈

な

良
ら

県
けん

には、人
じん

口
こう

が100000人
にん

よりも多
おお

い市
し

町
ちょう

村
そん

が ２つ ３つ ５つ｛ ｝ある。
　  県

けん

を通
とお

る鉄
てつ

道
どう

や国
こく

道
どう

は、となりの

　　 大
おお

阪
さか

府
ふ

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

三
み

重
え

県
けん｛ ｝とつなが

るものがいちばん多
おお

い。

（3） 資
し

料
りょう

からわかること２つに、 をつけましょう。

（ ） 奈な 良ら 県けんで、いちばん高たかい山やまは生い 駒こま山やまである。
（ ） 宇う 陀だ 市し には、国こく道どうと鉄てつ道どうの両りょう方ほうが通とおっている。
（ ） 大おお阪さか府ふ や京きょう都と 府ふ に近ちかい地ち いきに人じん口こうが集あつ

まっている。

（ ） 県けんの東とう部ぶ の市し 町ちょう村そんでは、県けん外がいで働はたらく人ひとが多おお
い。

2 1 3  都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

について、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1 ） 日
に

本
ほん

にある都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の数
かず

を、38・
47・53から選

えら

んで
書
か

きましょう。

 （ 47 ）

（2 ） 奈
な

良
ら

県
けん

について、上
うえ

の地
ち

図
ず

や資
し

料
りょう

を見
み

て、（　）
にあう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。
　  奈

な

良
ら

県
けん

は、福
ふく

島
しま

県
けん

から見
み

て（ 南
なん

西
せい ）

の方
ほう

向
こう

にある。
　  奈

な

良
ら

県
けん

の南
なん

部
ぶ

には（ 山
さん

地
ち ）が広ひろがり、

北
ほく

西
せい

部
ぶ

には（ 盆
ぼん

地
ち ）がある。

　

（3） 正
ただ

しいもの１つに、 をつけましょう。

（ ） 奈な 良ら 県けんは、５つの府ふ や県けんにかこまれている。
（ ） 県けん庁ちょうのある奈な 良ら 市し は、県けんの北ほく部ぶ に位い 置ち する。
（ ） 奈な 良ら 県けんの東ひがし側がわは、海うみにせっしている。

1

 南
なん

東
とう

 南
なん

西
せい

 山
さん

地
ち

 盆
ぼん

地
ち

 高
こう

原
げん

 

♥

1200m以上
800～1200
400～800
100～400
100m未満

じょうい

まんみ

や
ま
と

私　鉄
し てつ

鉄 道
てつ どう

国 道
こく どう

国道番号
こくどうばんごう

有料道路
ゆうりょうどう ろ

し

わ か やまけん

（2024年）
ねん

け
ん

し

けん

け
ん

わ か やまけん

300000人以上
じょういにん

じょういにん

100000人以上
じょういにん

50000人以上
じょういにん

10000人以上
じょういにん

1000人以上
にん み まん

1000人未満

けん

（2024年）
ねん

け
ん

むら

むら

むら

むら

し
し

し

し

し

し

葛城市
し

し

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

ちょう

し

し

し

むら

むら

むら
むら

むら

むら

むら

し

ち
ょ
う

ち
ょ
う

ち
ょ
うち

ょ
う

ち
ょ
う

む
ら

け
ん

福島県
ふく しま けん

奈良県
な ら けん

1000 200km

奈良県の位置
ちいな ら けん

2奈
な

良
ら

県
けん

を通
とお

る鉄
てつ

道
どう

には、J
ジェイ

R
アール

と私
し

鉄
てつ

があ
るね。

1 奈な 良ら 県けんの地ち 形けいのようす 2 奈な 良ら 県けんの交こう通つうの広ひろがり 3 奈な 良ら 県けんの市し 町ちょう村そん別べつ人じん口こう



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

⑴ 奈良県のようす
1 わたしたちの奈

な

良
ら

県

終わったら見なおしましょう。

奈良県の産業の特色について考えることができる。（3）4年1 奈良 うら めあて

〔評価のめやす〕
Ａ 2つ以上の資料から学習したことにもとづいて、自分が住む市町村のことを説明している。
Ｂ １つの資料から学習したことにもとづいて、自分が住む市町村のことを説明している。
Ｃ 資料から読み取ったことを使わずに説明している。何も書かれていない。

（1） あなたが住
す

む市
し

町
ちょう

村
そん

　（ ）
（2） 市

し

町
ちょう

村
そん

の説
せつ

明
めい

  あなたの住
す

む市
し

町
ちょう

村
そん

は、どのような市
し

町
ちょう

村
そん

だ
といえますか。次

つぎ

の３つの資
し

料
りょう

から読
よ

み取
と

った
ことを使

つか

って説
せつ

明
めい

しましょう。
 （表

おもて
ページの資

し
料
りょう
を見

み
てもよいです。）

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

  奈
な

良
ら

県
けん

の産
さん

業
ぎょう

について、考
かんが

えましょう。 各10点〔50〕3

市街地
田畑
森林など

し がい ち

た はた

しんりん

㋐

㋑

㋒

（2024年）
ねん

奈良県の土地利用のようす
ようりちとな ら けん

800～1200
400～800
100～400
100m未満

1200m以上
じょうい

まんみ

（2024年）
ねん

私　　鉄
し　　　　 てつ

てつ どう

鉄 道

こく どう

国 道
りょう ろゆう どう

有料道路

300000人以上
100000人以上
50000人以上
10000人以上
1000人以上
1000人未満

（2024年）
ねん

じょういにん

じょういにん

じょういにん

じょういにん

じょういにん

にん み まん

そう
ほうれん草

ざいもく

な　　　す
い　ち　ご
ト　マ　ト
ね　　　ぎ
み ょ う が
木　　　材

けいらんさい

ぎゅうにく

ぎゅうにゅう

ちゃ

か　　　き
な　　　し
ぶ　ど　う
い ち じ く
う　　　め
お　　　茶

ばな

き　　　く
ば　　　ら
は　ち　花
乳　　　牛
肉　　　牛
ぶ　　　た
採　卵　鶏

どりにく
肉　　　鶏

米は、奈良県の多くの地

いきで作られています。

こめ な ら けん おお ち

つく

奈良県の田畑や山でつくられる
もの

やまはたたな ら けん

茶 せ ん
う ち わ
墨 ・ 筆
し っ 器
さ ら し
一 刀 彫
機 械 類
つけもの
焼　　物
金　　魚
毛　　皮
ボ タ ン
く つ 下
グローブ
そうめん

きりげた
和　　紙

薬
木 細 工

すみ

ちゃ

ふで

いっ とう ぼり

き かい るい

き ざい く

やき もの

きん ぎょ

した

け がわ

わ

くすり

し

き

奈良県のおもな産業
さん ぎょうな ら けん

　（例
れい

）奈
な

良
ら

県
けん

の産
さん

業
ぎょう

は、自
し

然
ぜん

や文
ぶん

化
か

をいかしたものが多
おお

い。
♥

表
現
力

（2） 奈
な

良
ら

県
けん

の産
さん

業
ぎょう

をカードにまとめました。（　）
にあう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

（3） 奈
な

良
ら

県
けん

の産
さん

業
ぎょう

の特
とく

ちょうについて、自
し

然
ぜん

・
　文

ぶん

化
か

という言
こと

葉
ば

を使
つか

って書
か

きましょう。

（1 ） 次
つぎ

の写
しゃ

真
しん

の産
さん

業
ぎょう

がさ
かんな地

ち

いきを、左
ひだり

の
資
し

料
りょう

の ～ から選
えら

んで、 に記
き

号
ごう

を書
か

き
ましょう。

ア ウ
県
けん

の南
なん

部
ぶ

の森
しん

林
りん

が
広
ひろ

がる地
ち

いきでは、
木
き

細
ざい

工
く

など

（ 木
もく

材
ざい ）を

使
つか

った産
さん

業
ぎょう

がさかん。

県
けん

の北
ほく

西
せい

部
ぶ

では、
昔
むかし

から続
つづ

く
墨
すみ

・筆
ふで

など伝
でん

統
とう

あ

る（特
とく

産
さん

物
ぶつ）を

つくっている。

奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

では、

（ 農
のう

業
ぎょう ）がさ

かんにおこなわれ
ている。

特
とく

産
さん

物
ぶつ

木
もく

材
ざい

石
いし

農
のう

業
ぎょう

水
すい

産
さん

業
ぎょう

茶
ちゃ
作
づく
り イ



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑴ ごみのしょりと活用
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる

ごみしょりのしくみやくふうがわかる。（1）
資料から、ごみの種類やしょりについて読み取る。（2 ）4年2 奈良 めあて

  次
つぎ

の資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 資
し

料
りょう

を見
み

て、（　）にあう数
すう

字
じ

や言
こと

葉
ば

を書
か

きま
しょう。
　  いちばん収

しゅう

集
しゅう

が多
おお

いのは、もえるごみで週
しゅう

（ ２ 回
かい）あり、その次つぎに収しゅう集しゅうが多おおい

のは、（その他
た

プラスチック）である。
（2） １回

かい

使
つか

ったものを原
げん

料
りょう

にもどして、新
あたら

しい製
せい

品
ひん

をつくることを何
なん

といいますか。
 （リサイクル）
（3） 資

し

料
りょう

からわかること２つに、 をつけましょう。

（ ） ペットボトルは、もえるごみの日ひ に出だ す。
（ ） ごみは、種しゅ類るいによって集あつめられる日ひ が決き まっ

ている。

（ ） びんやかん、新しん聞ぶんには、すべて同おなじ識しき別べつ
マークがつけられている。

（ ） びんは、カレットにしたあとで新あたらしいびん
や道

どう

路
ろ

の表
ひょう

面
めん

をかためる材
ざい

料
りょう

になる。

2  ごみしょりについて、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） ごみを集
あつ

めてくる左
ひだり

の写
しゃ

真
しん

の車
くるま

の名
な

前
まえ

を書
か

きましょう。

 （パッカー車
しゃ）

（2 ） 次
つぎ

の話
はなし

のはたらきをするところを、図
ず

の ～
から選

えら

んで、 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（3） ごみしょりセンターのくふうとして、（　）に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　

1

ア
エ

 水
みず

 電
でん

気
き

 ガス 空
あ

きかん 

ごみピット

ごみ
ガス
じょう気

き

しょうきゃく灰
ばい

計量機
けいりょう き

プラット
ホーム

ごみクレーン

中央せいぎょ室
しつちゅうおう

灰おし出しそうち
はい だ

集じん器
きしゅう

つうふう き

通風機

えんとつ

発　電
はつでん

温度を下げる
おん ど さ

はい

灰ピット

しょうきゃくろ

㋐

㋒

㋓

●㋑

㋑

最終しょ分場へ
じょうぶんしゅうさい

ごみしょりセンターのしくみ

ごみ収集日
しゅうしゅう び

もえるごみ

もえないごみ

その他プラスチック
た

※隔週…１週間おき
かんしゅうしゅうかく

・・・毎週 月曜日・木曜日
まいしゅう げつ よう び もく よう び

かく しゅう すい よう び

・・・隔週 水曜日
※

まいしゅう きん よう び

・・・毎週 金曜日

ごみステーションのかん板
ばん

選別工場
べつこうじょうせん

びん カレット びん、道路の表面を
かためる材料など

りょうざい

ろどう めんひょう

ペットボトル ペットフレーク ワイシャツ 、CD 、ペットボトルなど
ディーシー

プラスチックで
つくられたもの

新聞・ちらし・
だんボールなど

ぶんしん

いろいろなものを取りのぞき、とかし
て、そめてある色をおとし、再利用で
きるように加工します。

こうか

ようりさいいろ

と

フレーク
ペレットなど

プランター、車どめなど
くるま

トイレットペーパー、
新聞紙、だんボールなど

しぶんしん

スチールかん、
アルミかんなど

再生地金、鋼板
ばんこうがねじせいさい

スチールかん、アルミかん、
建物をつくる材料、自動車、

せんたく機など

りょうざい じ どうしゃ

き

ものたて

古紙・衣類
るいいしこ

再生資源業者
しゃぎょうげんしせいさい

容器包そう
プラスチック

き ほうよう

資源ごみ
げんし

ごみのしょりとリサイクルの流れ
なが

ウごみしょりセンターに運
はこ

ばれてきたごみ
を、もやしているよ。

イしょうきゃくろや、けむりをきれいにす
る機

き

械
かい

のようすをかんししているよ。

家
いえ

から出
で

るごみ調
しら

べのまとめ
ごみの種

しゅ

類
るい

月
げつ

火
か

水
すい

木
もく

金
きん

土
ど

日
にち

量
りょう

生
なま

ごみ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

紙
かみ

くず ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

ビニールぶくろ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 6まい

トレイ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 8まい

ペットボトル ○○ ○○ ○○ 10本
ぽん

空
あ

きびん ○○ ○○ ○○ 3本
ぽん

空
あ

きかん ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 7かん

牛
ぎゅう

乳
にゅう

パック ○○ ○○ ○○ ○○ 4まい

ざっし ○○ ○○ 2さつ

新
しん

聞
ぶん

・ちらし ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

プラスチック ○○ ○○ ○○ ○○

衣
い

類
るい ○○

家
か

具
ぐ

などの大
おお

きなごみ ○○

その他
た ○○

もえるごみを出
だ

す日
ひ

に
出
だ

したふくろ
○○ ○○ 3ふくろ

うらの問題もやりましょう。

ごみしょりセンターごみしょりセンター 中中
ちゅうちゅう
央央
おうおう
せいぎょせいぎょ室室

しつしつ

♥

　ごみをもやした熱
ねつ

で を

つくっています。

　また、ごみをもやしたときに出
で

る、

の中
なか

の自
し

然
ぜん

や体
からだ

に悪
わる

いも

のを取
と

りのぞいています。

（ 電
でん

気
き ）

（ ガ ス ）



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

⑵ごみをへらすためにできること
⑴ごみをへらす理由 自分の生活をふりかえっている。 自分の生活をふりかえっていない。
学習したことをもとにしている。 A B
学習したことをもとにしていない。 B C

（1） 「ごみをへらしましょう。」と言
い

われますが、それ
はどうしてですか。あなたの考

かんが

えを書
か

きましょう。

（2） 自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

をふりかえって、ごみをへらすため
にあなたにできることを、次

つぎ

の言
こと

葉
ば

に続
つづ

けて書
か

き
ましょう。

  ごみのしょりについて、まとめましょう。

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

これまでは

 けど

これから

ごみをへらして　学
がっ

校
こう

を　まちを　地
ち

球
きゅう

を　きれいに

ごみなくし　未
み

来
らい

に残
のこ

す　きれいなまちを

まぜればごみ　分
わ

ければ資
し

源
げん

　みんなで進
すす

めよう　ごみの分
ぶん

別
べつ

ごみの再
さい

利
り

用
よう

　すてる前
まえ

に　考
かんが

えてみよう　何
なに

に使
つか

えるかな

各10点［50］思考・判断・表現

⑴ ごみのしょりと活用
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる

ごみしょりのくふうについて考えることができる。（3）4年2 奈良 うら めあて

  ごみしょりのくふうについて、考
かんが

えましょう。
   各10点〔50〕
3

Reduce
（ごみのげん量）

リデュース

りょう

・つめかえ商品を
　選ぶ

ひん

えら

しょう

・わりばし、ストロー、
　スプーンはもらわな
　い

・しゅうりして何度も
　使う

なん ど

つか
・資源を有こう
　利用する

げん ゆう

り よう

し

Refuse
（ごみのかいひ）

リフューズ
Reuse

（再利用）

リユース

さい り よう
Recycle

（再生利用）

リサイクル

り ようせいさい

４Rについて
アールフォー

（1） 次
つぎ

の話
はなし

と関
かん

係
けい

が深
ふか

い資
し

料
りょう

を、左
ひだり

の ～ か
ら選

えら

んで、 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） ごみを出
だ

すときに気
き

をつけることとして、
（　）にあう言

こと

葉
ば

を書
か

きましょう。

　  ごみを出
だ

すときは、市
し

町
ちょう

村
そん

ごとに決
き

められて

いる（決
き

まり）を守まもるようにする。
（3） ごみをへらすために、あなたにできるくふう
を考

かんが

えて書
か

きましょう。

ア エ

リユース、
リサイクルされた資源

げんし

4Rを考えて
せい品をつくる

ひん

かんがアールフォー

むだなく運ぶ
はこ

買う買う
かか

使う使う
つかつか

資
源
資
源げ

ん
げ
ん

しし

もやす、
うめ立
てる

た

使い終わる使い終わる
おおつかつか

リユースリユース

リサイクルリサイクル

じゅんかん型社会
しゃ かいがたア

ウ

エごみをうめ立
た

てる場
ば

所
しょ

をつくるために、
多
おお

くの府
ふ

県
けん

の市
し

町
ちょう

村
そん

が関
かか

わっているよ。

イ

ア

ごみをしょりしてくれる人
ひと

の安
あん

全
ぜん

を考
かんが

え
ることも大

だい

事
じ

だね。

せい品
ひん

をつくるときは、ごみをへらすこ
とを考

かんが

えることもたいせつだね。

終わったら見なおしましょう。

イごみを集
あつ

めている人
ひと

の話
はなし

　（例
れい

）資
し

源
げん

となるごみの分
ぶん

別
べつ

に協
きょう

力
りょく

する。
♥

表
現
力

ゆかこさんたちのつくった標
ひょう

語
ご

　わ　か　やまけん

和歌山県

　な　ら  けん

奈良県

　し　が  けん

滋賀県

きょう　と　ふ

京都府

ひょう　ご  けん

兵庫県

お
お
さ
か

　ふ

大
阪
府

おおさか　し　　　　　　　た

大阪市のうめ立て
　　　　　　　　　　　　　　じょう

　　　しょぶん場

おおさかわん

大阪湾

（2024年）
ねん

0 10 20 30 40 50km

共同のうめ立て
しょぶん場

じょう

たどうきょう

　家庭ごみをもやした灰や、工場から出てくる
さまざまなごみ、工事現場から出る土や砂など
を、海面にしょ分場をつくってそこにうめ立て
るという計画です。
　ごみを出している市町村や国、港の管理者な
どがその費用を出し合っています。

か

かい

てい

めん

だ

ひ

けい

よう

かく

ぶん

だ

じょう

こう

し

あ

じ

ちょう

げん

はい

そん

ば

くに

こう

で

じょう

みなと

つち

かん

で

り

すな

た

しゃ

大阪湾フェニックス計画
けいおお さか わん かくエ

共
きょう
同
どう
のうめ立

た
てしょ分

ぶん
場
じょう
を利

り
用
よう
する府

ふ
県
けん
や市

し
町
ちょう
村
そん ▲

　もやせるごみの中
なか

に空
あ

きかんなどが入
はい

っている
こともあります。分

ぶん

別
べつ

す
れば、再

さい

利
り

用
よう

して使
つか

うこ
とができます。また、空

あ

きびんなどが
まじっていて、けがにつながることが
あります。ごみの出

だ

し方
かた

の決
き

まりを守
まも

りながらごみを出
だ

してほしいです。



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑵ くらしをささえる水道
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる

奈良県の水道のしくみがわかる。（1）
資料から、奈良県の水道について読み取る。（2 ）4年3 奈良 めあて

  水
すい

道
どう

の水
みず

がとどくまでについて、答
こた

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のしせつを、図
ず

の ～ から選
えら

んで、
に記

き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 川
かわ

から取
と

り入
い

れた水
みず

で、水
すい

道
どう

水
すい

をつくる図
ず

の
のしせつを、何

なん

といいますか。
 （じょう水

すい

場
じょう）

（3） 図
ず

の のしせつについて話
はな

しています。正
ただ

しいもの２つに をつけましょう。

1

ア エ

1

1

うらの問題もやりましょう。

  次
つぎ

の資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、上
うえ

のどの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

していま
すか。 に番

ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 資
し

料
りょう

を見
み

て、（　）にあう言
こと

葉
ば

や数
すう

字
じ

を書
か

きま
しょう。

　 2022年
ねん

の県
けん

の給
きゅう

水
すい

人
じん

口
こう

は、1980年
ねん

と比
くら

べて

　　（ ふえて ）いる。
　  上

じょう

水
すい

道
どう

エリアの水
すい

道
どう

を利
り

用
よう

している人
ひと

の数
かず

は

約
やく（ 131万

まん

人
にん）いる。

　  県
けん

の水
みず

の使
つか

いみちは（ 生
せい

活
かつ

用
よう ）が

　　いちばん多
おお

い。

（3） 資
し

料
りょう

からわかること1つに、 をつけましょう。

（ ） 県けん営えい水すい道どうの水みずは、県けんの南なん部ぶ の市し 町ちょう村そんだけに
送
おく

られている。

（ ） 簡かん易い 水すい道どうエリアの給きゅう水すい量りょうはふえ続つづけている。
（ ） 26の市し 町ちょう村そんが参さん加か して、県けん域いき水すい道どうの一いっ体たい化か

がおこなわれている。

2

宇陀川
う　だ がわ

導水トンネル
どうすい

吉野川
よし の がわ

取水口
しゅすいこう

取水塔
とうしゅすい

送水管
そうすいかん

送水管
そうすいかん

県　　営　　水　　道
けん えい すい どう

市　 町 　村
し ちょう そん

会社や工場
かいしゃかいしゃ こうじょうこうじょう

わたしたちの家
いえいえ

調整池
ちょうせい ちちょうせい ち

調整池
ちょうせい ちちょうせい ち

㋓

①

①㋑

㋐
指令
し れい

かんし
けんさ かくにん

学校や病院
がっこうがっこう びょういんびょういん

奈良県広域水道センター
な ら けんこういきすいどう

導水トンネル
どうすい

㋒

ポンプ場
じょうじょう

県でつくられた水が各家庭にとどくまで
みずけん かくかく か てい

（万㎥）
まん

（2022年）
ねん

その他
た

工業用
ようぎょうこうぎょう む えいぎょうよう

業務・営業用生活用
ようかつせい

10000

8000

6000

4000

2000

0

奈良県内の水の使いみち
つかみずけん ないらな2

水
みず

をきれいにする仕
し

事
ごと

は、ほとんど手
て

作
さ

業
ぎょう

でおこなわれているよ。

薬
やく

品
ひん

をまったく使
つか

わずに、きれいな水
みず

を
つくっているよ。

安
あん

全
ぜん

に使
つか

える水
すい

道
どう

水
すい

になったかどうか、
水
すい

質
しつ

をけんさしているよ。

いつでも水
みず

がとどけられるように、しせ
つの人

ひと

は交
こう

代
たい

で24時
じ

間
かん

働
はたら

いているよ。

4 奈な 良ら 県けん内ないの水すい道どうエリアと人じん口こう

（2024 年
ねん

、奈
な

良
ら

県
けん

水
すい

道
どう

局
きょく

資
し

料
りょう

）

年
ねん2220102000901980

150

120

90

60

30

0

万人
にんまん

奈良県の給水人口
こうじんすいきゅうけんらな1

（2024 年
ねん

、奈
な

良
ら

県
けん

水
みず

・大
たい

気
き

環
かん

境
きょう

課
か

資
し

料
りょう

）

3 水すい道どう局きょくの人ひとの話はなし
　県

けん

では、水
すい

道
どう

事
じ

業
ぎょう

を市
し

町
ちょう

村
そん

だけで対
たい

しょしていくのには限
げん

界
かい

がありました。
そこで、「奈

な

良
ら

県
けん

広
こう

域
いき

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

団
だん

」をつくり、関
かん

係
けい

す
る26市

し

町
ちょう

村
そん

による県
けん

域
いき

水
すい

道
どう

一
いっ

体
たい

化
か

が始
はじ

まりました。

♥

人
じん

口
こう

構
こう

成
せい

事
じ

業
ぎょう

体
たい

上
じょう

水
すい

道
どう

エリア 約
やく

131万
まん

人
にん

12市
し

15町
ちょう

1村
そん

簡
かん

易
い

水
すい

道
どう

エリア 約
やく

1万
まん

5千
せん

人
にん

11村
そん

（2024 年
ねん

）

ダム ア

2家
いえ

だけでなく、お店
みせ

や工
こう

場
じょう

でも県
けん

の水
すい

道
どう

が使
つか

われているよ。

水
すい
質
しつ
管
かん
理
り
センター ウ



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

⑵ くらしをささえる水道
2 健

けん

康
こう

なくらしをささえる

わたしたちが使う水や森林のはたらきについて考えることができる。（3）4年3 奈良 うら めあて

⑵水をたいせつに使うためにできること
⑴水をたいせつにする理由 自分の生活をふりかえっている。 自分の生活をふりかえっていない。
学習したことをもとにしている。 A B
学習したことをもとにしていない。 B C

  水
みず

とわたしたちのくらしについて、考
かんが

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

の話
はなし

にあう資
し

料
りょう

を、上
うえ

の ～ から選
えら

ん
で、 に記

き

号
ごう

を書
か

きましょう。

3

ア ウ

地下水 地下水
ち か すい ち か すい

森林が
ある
ところ

しんりん

森林が
ない
ところ

こう水
ずい

しんりん

森林は緑のダム
しん りん みどり

（2） わたしたちが使
つか

う水
みず

について、正
ただ

しいもの
　２つに をつけましょう。

（ ） 水みずにはかぎりがあり、森しん林りんには水すい源げんとなる
たいせつなはたらきがある。

（ ） 水みず不ぶ 足そくにそなえて、すべての市し 町ちょう村そんに緑みどりの
ダムをつくるようにする。

（ ） 多おおくの人ひとの手て によって、安あん全ぜんな水みずがつくら
れ、送

おく

られている。
（ ） 野や 菜さいやくだものなどを育そだてるための水みずと、

わたしたちが使
つか

う水
みず

とは、関
かん

係
けい

がない。

（3） 水
みず

をたいせつに使
つか

うために、あなたができる
くふうを書

か

きましょう。
　　

ア イ

ウ

ウ森
しん

林
りん

には雨
あま

水
みず

をたくわえたり、こう水
ずい

を
ふせいだりするはたらきがあるんだね。

ア水
すい

道
どう

は、いつでも使
つか

えるとはかぎらない
んだね。

終わったら見なおしましょう。

（1） 「水
みず

をたいせつに」とよく言
い

われますが、それ
はどうしてですか。あなたの考

かんが

えを書
か

きましょう。

（2） 自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

をふりかえって、水
みず

をたいせつ
に使

つか

うために気
き

をつけることを、次
つぎ

の言
こと

葉
ば

に
続
つづ

けて書
か

きましょう。

  水
みず

の使
つか

い方
かた

について、まとめましょう。

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

これまでは

 けど

これから

　（例
れい

）歯
は

みがきのときは、水
みず

を出
だ

しっぱなしにしない。
♥

表
現
力

　▲手
て
あらいのようす

　▲ゆかこさんのつくったポスター

　▲広
こう
域
いき
水
すい
道
どう
センター中

ちゅう
央
おう
かんしシステムのようす

　▲きちょうな水
みず
をくむ外

がい
国
こく
の子

こ
どもたち

水
みず

をたいせつにするさまざまな取
と

り組
く

み

能
の
登
と
半
はん
島
とう
地
じ
震
しん
のとき、水

みず
が止

と
まって給

きゅう

水
すい
を受

う
ける人

ひと
たち。

古
ふる
くなった送

そう
水
すい
管
かん
は、新

あたら
しいものに取

と

りかえている。



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑴ 奈
な
良
ら
県の自然災害（大

や ま と
和川
がわ
大
だい
水
すい
害
がい
）

3 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から人々を守る

奈良県の過去におきた災害がわかる。（1）　 災害がおきたときの人々の活動がわかる。（2 ）
資料から、大和川大水害について読み取る。（3 ）4年4 奈良 めあて

  次
つぎ

の資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 大
や ま と

和川
がわ

大
だい

水
すい

害
がい

でひ害
がい

を受
う

けた家
か

屋
おく

は、奈
な

良
ら

県
けん

で何
なん

戸
こ

あったか、資
し

料
りょう

を見
み

て答
こた

えましょう。
 （ 13530 戸

こ）
（2） 資

し

料
りょう

からわかること1つに、 をつけましょう。

（ ） 大や ま と

和川
がわ

大
だい

水
すい

害
がい

でなくなった人
ひと

とゆくえ不
ふ

明
めい

の人
ひと

は、合
あ

わせて38人
にん

にのぼる。

（ ） しん水すいによるひ害がいは、川かわにそって広ひろがって
いる。

（ ） 清せいそう作さ 業ぎょうは、消しょう防ぼう団だんだけでおこなっている。
（3） 次

つぎ

のことは、上
うえ

のどの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

していま
すか。 に記

き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（4） 災
さい

害
がい

時
じ

の地
ち

いきのはたらきについて、｛　｝の
中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。
　  わたしたちの地

ち

いきは、いろいろな人
ひと

たちの

競
きょう

争
そう

協
きょう

力
りょく

交
こう

代
たい｛ ｝で守まもられている。

3  奈
な

良
ら

県
けん

の過
か

去
こ

におきた災
さい

害
がい

について、正
ただ

しい
もの２つに〇をつけましょう。 各10点〔20〕

（ ） 1995年ねんには、台たい風ふうで大おおきなひ害がいがおきた。
（ ） 建たて物ものが水みずにつかる水すい害がいがあった。
（ ） 雪ゆきが多おおく積つ もり、なだれのひ害がいがあった。
（ ） 2000年ねんになってからも災さい害がいがおこっている。
  災

さい

害
がい

から人
ひと

々
びと

を守
まも

るしくみについて、(　)に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。
   各10点〔30〕

　  災
さい

害
がい

がおきたら、県
けん

庁
ちょう

は各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

や警
けい

察
さつ

、消
しょう

防
ぼう

から、正
せい

かくな（ 情
じょう

報
ほう ）を集あつめる。

　  災
さい

害
がい

のきぼが大
おお

きくなると、県
けん

庁
ちょう

はほかの市
し

町
ちょう

村
そん

や（自
じ

衛
えい

隊
たい）、他た 府ふ 県けんに（救

きゅう

えん）
をようせいする必

ひつ

要
よう

があるかをはんだんする。
　

1

2

救
きゅう

えん 工
こう

場
じょう

情
じょう

報
ほう

訓
くん

練
れん

自
じ

衛
えい

隊
たい

大
やまと
和川
がわ
があふれ、水

みず
につかったまち

強
つよ
い風
かぜ
でたおれた鉄

てっ
塔
とう

地
じ
震
しん
による落

らく
石
せき

県
けん

内
ない

でひ害
がい

が出
で

たおもな自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

年
ねん

災
さい
害
がい
名
めい

1982（昭
しょう
和
わ
57） 大

やまと
和川

がわ
大
だい
水
すい
害
がい

1995（平
へい
成
せい
7） 阪

はん
神
しん
・淡

あわ
路
じ
大
だい
震
しん
災
さい

2011（平
へい
成
せい
23） 紀

き
伊
い
半
はん
島
とう
大
だい
水
すい
害
がい

2018（平
へい
成
せい
30） 大

おお
阪
さか
府
ふ
北
ほく
部
ぶ
地
じ
震
しん

災
　害
　発
　生

さ
い

が
い

は
っ

せ
い

各市町村

東京にある消防庁
とう しょうぼうちょうきょう

自衛隊
かく し ちょうそん

警察（110番）
けいさつ ばん

消防（119番）
しょうぼう ばん

じ えいたい

県　庁
けん ちょう

災害がおきたときの県庁を中心としたはたらき
さい がい けん ちょう ちゅう しん

水害によるおもなしん水地いき
すいがい すい ち
大和川流いき
やまとがわりゅう

京都府
きょう　　と ふ

ああ すす かか むらむら

明日香村明日香村

か
し
か
し
は
ら
は
ら

しし

橿
原
市

かつらかつら ぎぎ しし

葛城市

たかたか とりとり ちょうちょう

高取町ごご せせ しし

御所市

大和郡山市
や ま と こおりやま し

大
阪
湾わ

ん

さ
か

お
お

大阪府
おお　さか　ふ

大和川
やまとがわ

いい

こ
ま
こ
ま

しし

生
駒
市

か
わ
い

か
わ
い

ち
ょ
う

ち
ょ
う

河
合
町

いかいか るがるが ちょうちょう

斑鳩町
さんさん ごうごう ちょうちょう

三郷町

おうおう じじ ちょうちょう

王寺町
か
ん
か
ん
ま
き
ま
き
ち
ょ
う

ち
ょ
う

上
牧
町こうこう りょうりょう ちょうちょう

広陵町
やまとやまと たかたか だだ しし

大和高田市

大淀町
おおおお よどよど ちょうちょう

かか しばしば しし

香芝市

へへ ぐりぐり ちょうちょう

平群町

桜井市
さくら い し

あんあん どど ちょうちょう

安堵町

天理市
て ん 　り し

かわかわ にしにし ちょうちょう

川西町

た わら もと ちょう

田原本町

みやけ

三宅町
ちょう

奈良市
な　　ら　　し

水害でひ害を受けたところ
うがいすい がいア イ

ウ エ

清
せい
そう作

さ
業
ぎょう

健
けん
康
こう
相
そう
談
だん
所
じょ

エけがや病
びょう

気
き

の相
そう

談
だん

を受
う

けて、お医
い

者
しゃ

さん
もひ害

がい

を小
ちい

さくする活
かつ

動
どう

をしたよ。

ウごみのしょりや消
しょう

どくなど、もとの生
せい

活
かつ

にもどるための多
おお

くの作
さ

業
ぎょう

があったね。

うらの問題もやりましょう。

大
や ま と

和川
がわ

大
だい

水
すい

害
がい

の
奈
な

良
ら

県
けん

のひ害
がい

ひ害
がい
家
か
屋
おく
 ：13530戸

こ

なくなった人
ひと

　　　　　：14人
にん

ゆくえ不
ふ
明
めい
の人
ひと

　　　　　：２
ふたり
人

負
ふ
しょう者

しゃ
：38人

にん

♥



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

ア奈
な

良
ら

県
けん

が作
さく

成
せい

しているさっし

⑴ 奈
な
良
ら
県の自然災害（大

や ま と
和川
がわ
大
だい
水
すい
害
がい
）

3 自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

から人々を守る

自然災害に対するそなえについて考えることができる。（4）4年4 奈良 うら めあて

  災
さい

害
がい

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えましょう。
   各10点〔50〕
4

電話会社
でん わ がいしゃ

県　庁
けん ちょう

コンビニエンスストア
各社
かくしゃ

スーパーマーケット

協定を結んでいるところ
きょうてい むす

きょうりょく

協力しているところ

電力会社
でんりょくがいしゃ

ガス会社
がいしゃ

さまざまな企業などと協力する県庁
き ぎょう きょう りょく けん ちょう

水はけの
よくない
場所のそうじをする。

みず

ガラス面に
テープをはる。

めん

ひなん場所を
かくにんしておく。

ば しょ

ば しょ

自分たちにできること
ぶんじ

（1） 次
つぎ

のことは、左
ひだり

の ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て
話
はな

していますか。 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 災
さい

害
がい

にそなえた取
と

り組
く

みについて、（　）にあ
う言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　  奈
な

良
ら

県
けん

庁
ちょう

は、さっしをつくって災
さい

害
がい

時
じ

のひ害
がい

をへらすための（ 情
じょう

報
ほう ）を知し らせたり、

企
き

業
ぎょう

と（ 協
きょう

定
てい ）を結むすんだりしている。

　

（3） の資
し

料
りょう

にかかれていること以
い

外
がい

で、自
じ

分
ぶん

にできる自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

へのそなえを書
か

きましょう。

ア エ

リーダー 協
きょう

定
てい

警
けい

報
ほう

情
じょう

報
ほう

エ

ウ

エ

イ川
かわ

から水
みず

があふれ出
で

ないように、一
いち

時
じ

的
てき

に水
みず

をためる場
ば

所
しょ

をつくっているね。

ウ災
さい

害
がい

時
じ

に食
しょく

料
りょう

のていきょうをしたり、
くらしを守

まも

ったりするためのしくみだね。

終わったら見なおしましょう。

イ

ふだんの遊
ゆう
水
すい
地
ち
のようす

〔評価のめやす〕 ⑵災害によるひ害を小さくするためのそなえ

⑴地いきの自然災害と選んだ理由 災害に合った、自分にできるひ害
へのそなえを書いている。

災害に合った、自分にできるひ害へ
のそなえを書けていない。

授業や自分の生活をもとに書いている。 A B
授業や自分の生活をもとに書けていない。 B C

（1） あなたがひ害
がい

にあう可
か

能
のう

性
せい

が最
もっと

も高
たか

いと考
かんが

える自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

は、何
なん

ですか。1つ選
えら

んで を
つけ、そのように考

かんが

えた理
り

由
ゆう

を書
か

きましょう。

（2） （1）で選
えら

んだ災
さい

害
がい

によるひ害
がい

を小
ちい

さくするた
めに、あなたはどのようなそなえができますか。

  あなたの住
す

んでいる地
ち

いきの自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

について、まとめましょう。

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

　（例
れい

）ハザードマップをかくにんする。
♥

表
現
力

雪雪
せつせつ

害害
がいがい

火火
かか

山山
ざんざん

災災
さいさい

害害
がいがい

風風
ふうふう

水水
すいすい

害害
がいがい

津津
つつ

波波
なみなみ

災災
さいさい

害害
がいがい

地地
じじ

震震
しんしん

災災
さいさい

害害
がいがい

奈良県
な ら けん

ラジオ

水
みず

懐中電灯
かいちゅうでんとう

貴重品
きちょうひん

非常食
ひじょうしょく

モバイル
バッテリー

音声コード掲載 音声コード掲載

の

女じ
ょ

性せ
い

視し

点て
ん

防ぼ
う

災さ
い

保存版
ほ ぞん ばん

171
1

2

いざというときの連
れん

絡
らく

先
さき

家
か

族
ぞく

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

・災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイヤル 災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

に伝
でん

言
ごん

を録
ろく

音
おん

できます。携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

や
スマートフォンなどからのご利

り
用
よう

は、ご契
けい

約
やく

の
各
かく

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

にお問
と

い合
あ

わせください。

災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

ダイヤル

録
ろく

音
おん

する

再
さい

生
せい

する

を押
お

す

を押
お

す

自
じ
分
ぶん
の電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
を

市
し
外
がい
局
きょく
番
ばん
から入

にゅう
力
りょく

相
あい
手
て
の電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
を

市
し
外
がい
局
きょく
番
ばん
から入

にゅう
力
りょく

30秒
びょう
以
い
内
ない
で

伝
でん
言
ごん
を入

い
れる

伝
でん
言
ごん
を聞

き
く

※体験利用ができる日もありますので、電話会社のホームページ等をご確認ください。

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

災
さい
害
がい
ボランティアに関

かん
するお問

と
い合

あ
わせ

自
じ
主
しゅ
防
ぼう
災
さい
に関

かん
すること

奈
な
良
ら
県
けん
総
そう
合
ごう
ボランティアセンター

月曜～土曜（日・祝と年末年始を除く）
8:30 ～ 17:15

【受付時間】

奈
な
良
ら
県
けん
防
ぼう
災
さい
統
とう
括
かつ
室
しつ

月曜日～金曜日（土・日・祝・年末年始を除く）
8:30 ～ 17:15

【受付時間】

0744 29 0155

0742 27 8425

ライフライン
・水
すい
道
どう
に関
かん
する連

れん
絡
らく
先
さき

・ガスに関
かん
する連

れん
絡
らく
先
さき

・電
でん
気
き
に関
かん
する連

れん
絡
らく
先
さき

女性視点の防災ハンドブック　2024年4月（四版）
発行：奈良県 総務部知事公室 防災統括室

・災
さい

害
がい

用
よう

伝
でん

言
ごん

板
ばん

　（Web171）
災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

にインターネットを利
り

用
よう

して安
あん

否
ぴ

の登
とう

録
ろく

、災
さい

害
がい

 
伝
でん

言
ごん

ダイヤルや携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

で登
とう

録
ろく

された安
あん

否
ぴ

の確
かく

認
にん

ができ 
ます。



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑴ 奈
な

良
ら

の文
ぶん

化
か

財
ざい

や年中行事
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

奈良県に昔から伝わるものについてわかる。（1）
資料から、奈良県にある平城宮跡について読み取る。（2 ）4年5 奈良 めあて

  奈
な

良
ら

県
けん

に昔
むかし

から伝
つた

わるものについて、答
こた

えま
しょう。 各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

の写
しゃ

真
しん

にあうところを、上
うえ

の地
ち

図
ず

の ～
から選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 県
けん

に昔
むかし

から伝
つた

わるものについて、（　）にあう
言
こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。　

　  長
なが

い歴
れき

史
し

のなかで生
う

まれ、今
こん

日
にち

まで守
まも

り伝
つた

え

られてきた国
くに

の財
ざい

産
さん

を（ 文
ぶん

化
か

財
ざい ）という。

　  毎
まい

年
とし

同
おな

じ時
じ

期
き

に、伝
でん

統
とう

的
てき

におこなわれる祭
まつ

り

などを（年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ）という。

　

（3） 県
けん

に昔
むかし

から伝
つた

わるものについて、正
ただ

しいもの
１つに をつけましょう。

（ ） 県けんには、古ふるい建たて物ものや祭まつりが多おおく残のこっている。
（ ） 古ふるいものは、県けんの南みなみの方ほうだけに集あつまっている。
（ ） 古ふるいものは、すべて1000年ねん以い 上じょうも昔むかしから伝つた

えられている。

1

ア
ウ

保
ほ

存
ぞん

運
うん

動
どう

年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

文
ぶん

化
か

財
ざい

自
し

然
ぜん

遺
い

産
さん

うらの問題もやりましょう。

  次
つぎ

の年
ねん

表
ぴょう

と資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

の保
ほ

存
ぞん

に中
ちゅう

心
しん

となって力
ちから

をつくした
人
じん

物
ぶつ

を、年
ねん

表
ぴょう

からさがして書
か

きましょう。　

 （棚
たな

田
だ

嘉
か

十
じゅう

郎
ろう）

（2） （　）にあう言
こと

葉
ば

や数
すう

字
じ

を、年
ねん

表
ぴょう

からさがして
書
か

きましょう。

　  平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

は、1952年
ねん

に（特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき）に指し 定てい

された。

　  平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

が世
せ

界
かい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されたのは、

　　（ 1998 年
ねん）である。

（3） 年
ねん

表
ぴょう

に次
つぎ

のできごとを書
か

き加
くわ

えます。あては
まる矢

や

印
じるし

の番
ばん

号
ごう

を に書
か

きましょう。

（4） 年
ねん

表
ぴょう

の〔　〕にあう復
ふく

元
げん

された建
たて

物
もの

を、資
し

料
りょう

か
らさがして書

か

きましょう。
 （第だい一いち次じ 大だい極ごく殿でん）

2

21924年
ねん

に、平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

内
ない

の発
はっ

くつ調
ちょう

査
さ

が初
はじ

めてお
こなわれる。

・世界最古の木造建築

・聖徳太子ゆかりの寺
しょうとくたい し てら

せ かいさい こ もくぞうけんちく

・お寺や神社などが残っ

　ている。

・修験道のきびしい修

　行が今もおこなわれ

　ている。

てら じん

しゅ

いま

げんどう しゅ

ぎょう

じゃ のこ

・たくさんの文化財が残

る世界的な歴史都市

・奈良に都があった時代

のようすが復元されて

いる。

ぶん か ざい のこ

せ かいてき れき し と し

な ら みやこ じ だい

ふくげん

せ かい い さんとうろく

世界遺産登録をめざして

いるところ
に ほん い さん

しょうかいしたい日本遺産
ぶん か ざい

しょうかいしたい文化財
ねんちゅうぎょう じ

おもな年中行事
（2024年）

ねん

㋐

㋒

㋑
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 奈奈

なな

良良
らら

県県
けんけん

のの古古
ふるふる

いものマップいものマップ

平平
へ いへ い

城城
じょうじょう

宮宮
きゅうきゅう

跡跡
せ きせ き

のの年年
ね んね ん

表表
ぴょうぴょう

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
（奈

な
良
ら
市
し
） イ法

ほう
隆
りゅう
寺
じ
（斑
いか
鳩
るが
町
ちょう
） ア

奈
な
良
ら
文
ぶん
化
か
財
ざい
研
けん
究
きゅう
所
しょ

発
はっ
くつ調

ちょう
査
さ
のようす

2010年
ねん
に復
ふく
元
げん
された第

だい
一
いち
次
じ
大
だい
極
ごく
殿
でん

年
ねん おもなできごと

710年
ねん

平
へい
城
じょう
京
きょう
が都

みやこ
となる。

794年
ねん

平
へい
安
あん
京
きょう
へと都

みやこ
がうつる。

1885年
ねん

（明
めい
治
じ
18）

棚
たな
田
だ
嘉
か
十
じゅう
郎
ろう
が大
だい
極
ごく
殿
でん
跡
あと
に立

た
ち、

奈
な
良
ら
時
じ
代
だい
の御

ご
所
しょ
の跡

あと
があれは

てているのをなげく。

1913年
ねん

（大
たい
正
しょう
2）

奈
な
良
ら
大
だい
極
ごく
殿
でん
阯
あと
保
ほ
存
ぞん
会
かい
を設

せつ
立
りつ
。

1921年
ねん
棚
たな
田
だ
嘉
か
十
じゅう
郎
ろう
がなくなる。

1952年
ねん

（昭
しょう
和
わ
27）

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
が特

とく
別
べつ
史
し
跡
せき
に指

し
定
てい
さ

れる。

1961年
ねん 平

へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
で初

はじ
めての木

もっ
簡
かん
が見

み

つかる。

1964年
ねん
国
こく
道
どう
24号

ごう
線
せん
バイパスにとも

なう調
ちょう
査
さ
により、平

へい
城
じょう
京
きょう
の東

ひがし

張
は
り出

だ
し部

ぶ
を発

はっ
見
けん
。

1968年
ねん
平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
を保

ほ
存
ぞん
するため、国

こく

道
どう
24号

ごう
線
せん
バイパス計

けい
画
かく
が変

へん

こうされる。

1978年
ねん 特

とく
別
べつ
史
し
跡
せき
平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
保
ほ
存
ぞん
整
せい
備
び
基
き

本
ほん
構
こう
想
そう
が策
さく
定
てい
される。

1998年
ねん

（平
へい
成
せい
10）

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
をふくむ「古

こ
都
と
奈
な
良
ら

の文
ぶん
化
か
財
ざい
」が世

せ
界
かい
文
ぶん
化
か
遺
い
産
さん
に

登
とう
録
ろく
される。

2010年
ねん 　　　が復

ふく
元
げん
整
せい
備
び
される。

1

2

3

♥



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
歴
れき
史
し
公
こう
園
えん

⑴ 奈
な

良
ら

の文
ぶん

化
か

財
ざい

や年中行事
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

平城宮跡の保存や活用の取り組みについて考えることができる。（3）4年5 奈良 うら めあて

  平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

について、考
かんが

えましょう。 各10点〔50〕3 （1） 平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

の調
ちょう

査
さ

や研
けん

究
きゅう

の説
せつ

明
めい

について、正
ただ

し
いもの2つに をつけましょう。

（ ） 発はっくつ調ちょう査さ によって、当とう時じ の建たて物ものや生せい活かつの
ようすがわかる。

（ ） 復ふく元げん整せい備び をおこなうことで、古こ 代だいの技ぎ 術じゅつ、
材
ざい

料
りょう

の調
ちょう

査
さ

や研
けん

究
きゅう

の機
き

会
かい

となっている。
（ ） 発はっくつ調ちょう査さ では、土つちの中なかにうまっているも

のは研
けん

究
きゅう

しないようにしている。
（ ） 建たて物ものの復ふく元げんは、今いまの流りゅう行こうをとり入い れたデザ

インでおこなっている。
（2） 文

ぶん

化
か

財
ざい

や世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

について考
かんが

えたこととして、
｛　｝の中

なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。

　  文
ぶん

化
か

財
ざい

や世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

は、 短
みじか

い 長
なが

い｛ ｝年ねん月げつを
かけて、 一

いち

部
ぶ

の いろいろな｛ ｝人ひとによって
守
まも

り受
う

けつがれたので、今
いま

も見
み

ることができる。

（3） 平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

の調
ちょう

査
さ

・研
けん

究
きゅう

やボランティアをして
いる人

ひと

の思
おも

いを、次
つぎ

の文
ぶん

に続
つづ

けて書
か

きましょう。
　　これからも活

かつ
動
どう
を進

すす
めて、平

へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
を

（2） どうしてそのように思
おも

ったのか、学
まな

んだこ
とを使

つか

って、その理
り

由
ゆう

を書
か

きましょう。
  文

ぶん

化
か

財
ざい

にきずをつけたり、ペンキでいたずら
をしたりする事

じ

件
けん

が起
お

きています。

（1） この事
じ

件
けん

をどのように思
おも

いましたか。

　（（例れい）大たい切せつな文ぶん化か財ざいがきずつけられて残ざん念ねんに思おもう。）

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
の発
はっ
くつ調

ちょう
査
さ
で出

で
たもの

や
ま
と

い
た
る

さ
い
さ
い

だ
い

じ

え
き

きん
てつ

な
ら

せん

お
お
お
お

し
ん

い
た
る

み
や

え
き

す　　ざく もん

だい　ごく　でんだい いち じ い　　こう　てん　　じ かん

とう　いん　てい　えん

だい　ごく　もん

大極門

平城宮跡の復元された建物などの位置
へい せき ふく げん たて もの い ちじょうきゅう

　（例
れい

）次
つぎ

の世
せ

代
だい

に引
ひ

きついでいきたい。表
現
力

〔評価のめやす〕
Ａ 学んだことを使って、文化財をきずつけてはいけない理由を書いている。
Ｂ 文化財をきずつけてはいけない理由を書いている。
Ｃ 文化財をきずつけてはいけない理由を書けていない。無答の場合。

終わったら見なおしましょう。

　1999（平
へい

成
せい

11）年
ねん

から平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

内
ない

（平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

資
し

料
りょう

館
かん

、第
だい

一
いち

次
じ

大
だい

極
ごく

殿
でん

、朱
す

雀
ざく

門
もん

、遺
い

構
こう

展
てん

示
じ

館
かん

、東
とう

院
いん

庭
てい

園
えん

、平
へい

城
じょう

宮
きゅう

いざない館
かん

など）の案
あん

内
ない

と解
かい

説
せつ

をおこなって
います。現

げん

在
ざい

、112人
にん

（2024年
ねん

4月
がつ

）が活
かつ

動
どう

し
ています。

平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

解
かい

説
せつ

ボランティアの人
ひと

の
話
はなし

♥

平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

解
かい

説
せつ

ボランティアの人
ひと

の話
はなし

　平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

に来
き

た人
ひと

たちに、平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

のたいせつさ、すばらしさ、調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

の成
せい

果
か

を理
り

解
かい

してもらい、楽
たの

しんでも
らうために活

かつ

動
どう

しています。



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

⑵ 田畑の水をもとめて
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

奈良盆地のようすや吉野川分水がつくられた理由がわかる。（1）
資料から、吉野川分水の計画や分水が完成するまでのようすを読み取る。（2 ）4年6 奈良 めあて

  奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

の開
かい

発
はつ

について、答
こた

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 昔
むかし

の奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

のようすについて、｛　｝の中
なか

の
あう言

こと

葉
ば

を でかこみましょう。

　  昔
むかし

は、田
た

植
う

えが こう水
ずい

水
みず

不
ぶ

足
そく｛ ｝のため

にできず、いねに 井
い

戸
ど

水
すい

道
どう｛ ｝の水みずをあ

げる年
とし

もあった。
　  ため池

いけ

の水
みず

をめぐって

  祭
まつ

り 争
あらそ

い｛ ｝がよくおきた。
（2） 白

しら

川
かわ

ため池
いけ

と倉
くら

橋
はし

ため池
いけ

のうち、ため池
いけ

や水
みず

がより広
ひろ

い地
ち

いきで使
つか

われているのは、どちら
ですか。

 （倉
くら

橋
はし

ため池
いけ）

（3） 奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

の人
ひと

々
びと

の古
ふる

くからの願
ねが

いについて、
正
ただ

しいもの１つに をつけましょう。

（ ） ため池いけの数かずをできるだけへらしたい。
（ ） 盆ぼん地ち で米こめ以い 外がいの作さく物もつをつくりたい。
（ ） 吉よし野の 山さん地ち を流ながれる川かわの水みずを盆ぼん地ち に引ひ きたい。

1   次
つぎ

の資
し

料
りょう

を見
み

て、答
こた

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 下
しも

渕
ぶち

頭
とう

首
しゅ

工
こう

で取
と

り入
い

れる吉
よし

野
の

川
がわ

の水
みず

は、津
つ

風
ぶ

呂
ろ

ダムのほかに、何
なん

というダムでたくわえられ
ますか。資

し

料
りょう

から答
こた

えましょう。
 （ 大

おお

迫
さこ

ダム ）
（2） 資

し

料
りょう

を見
み

て、次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

や数
すう

字
じ

を書
か

きましょう。
　  吉

よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

計
けい

画
かく

の工
こう

事
じ

には、（ 和
わ

歌
か

山
やま

県
けん）

が反
はん

対
たい

した。
　  吉

よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

計
けい

画
かく

の工
こう

事
じ

は、1952年
ねん

に始
はじ

まり、

（ 1987 年
ねん）にすべて終お わった。

（3） 資
し

料
りょう

からわかること２つに をつけましょう。

（ ） ダムやトンネルをつくる工こう事じ が、いくつも
おこなわれた。

（ ） ダムが完かん成せいする前まえに、西にし吉よし野の 第だい一いち・第だい二に 発はつ
電
でん

所
しょ

がつくられた。
（ ） 十と 津つ 川かわは奈な 良ら 県けんの北きたを流ながれ、吉よし野の 川がわと合ごう流りゅう

している。
（ ） 吉よし野の 川がわ分ぶん水すいをつくる協きょう議ぎ 会かいができてから工こう

事
じ

が終
お

わるまで、約
やく

40年
ねん

間
かん

の年
ねん

月
げつ

がかかった。

2

吉吉
よしよし

野野
のの

川川
がわがわ

分分
ぶんぶん

水水
すいすい

のの年年
ねんねん

表表
ぴょうぴょう

年
ねん おもなできごと

1947
（昭

しょう
和
わ
22）

十
と
津
つ
川
かわ
・吉
よし
野
の
川
がわ
総
そう
合
ごう
開
かい
発
はつ
調
ちょう
査
さ
協
きょう
議
ぎ
会
かい
がで

きる。

1949 十
と
津
つ
川
かわ
・紀

き
ノ
の
川
かわ
総
そう
合
ごう
開
かい
発
はつ
事
じ
業
ぎょう
協
きょう
議
ぎ
会
かい
がで

き、和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
との話

はな
し合

あ
いがまとまる。

1952 猿
さる
谷
たに
ダムの工

こう
事
じ
が始
はじ
まる。

1953 導
どう
水
すい
トンネルの工

こう
事
じ
が始
はじ
まる。

1954 津
つ
風
ぶ
呂
ろ
ダムの工

こう
事
じ
が始
はじ
まる。

1956 吉
よし
野
の
川
がわ
の水
みず
がはじめて奈

な
良
ら
盆
ぼん
地
ち
を流
なが
れる。

1963 大
おお
迫
さこ
ダムの工

こう
事
じ
が始
はじ
まる。

1972 下
しも
渕
ぶち
頭
とう
首
しゅ
工
こう
の工
こう
事
じ
が始
はじ
まる。

1987 すべての工
こう
事
じ
が終

お
わる。

♥

うらの問題もやりましょう。

トンネル
4.9km

トンネル4.9km

トンネル
9.6km

トンネル
西吉野第二発電所
にしよし の

下渕頭首工
しもぶちとうしゅこう

西吉野第一発電所
にしよし の

津風呂ダム
つ ぶ ろ

大迫ダム
おおさこ

大滝ダム
おおたき

東部幹線
　　　　かんせん

天辻峠
てんつじとうげ

奈良盆地
な ら ぼん ち

西部
幹線

　　　　

かんせん

猿谷ダム
さるたに

黒渕ダム
くろふち

西吉野頭首工
にしよし の とうしゅこう

樋野東西
分水工

ひ の

吉野川
よし の がわ

十津川
と つ かわ

完完
かんかん

成成
せいせい

したした吉吉
よしよし

野野
のの

川川
がわがわ

分分
ぶんぶん

水水
すいすい

　そ曽

く
る
ま
ざ
か

車
坂

し
も
ぶ
ち
む
ら

下
渕
村

こ
し越

に
い新

き
た
　む
　だ  

む
ら

北
六
田
村

よし　の　がわ
吉野川

あざひの　せ
字桧瀬

　の野

む
ら村

　べ部
む
ら村

つ
ち土

　た田
む
ら村

　ひ
　がい
も
と
む
ら

桧
垣
本
村

　が我
が
わ川

第1トンネル約3200m
やくだい

第2トンネル約1700m
やくだい

しもぶちとう しゅ こう

樋野
ひ の

し

いけ

し

し

いけ
しらかわ

今木

葛 城 市
し

し

むら

し

し

し

し

いまき

ちょう

ちょう

ちょう
ちょう

ちょう

ちょう
ち
ょ
う

ち
ょ
う

ち
ょ
う

ちょう

よし
の がわ

ため池の水が
使われている
地いき

いけ

つか

ち

みず

吉野川分水の
水が使われて
いる地いき

よし

つか

ち

の がわぶんすい

みず おもな水路
すい ろ

奈奈
なな

良良
らら

盆盆
ぼんぼん

地地
ちち

をを流流
ながなが

れるれる吉吉
よしよし

野野
のの

川川
がわがわ

分分
ぶんぶん

水水
すいすい

ふだんはふたをしてある井
い
戸
ど
を開

あ
け、ハ

ネツルベという道
どう
具
ぐ
で水
みず
をくみあげた。

かくしかくし井井
いい

戸戸
どど

とハネツルベとハネツルベ

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

計
けい

画
かく

▲ 和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
の反

はん
対
たい
を伝

つた
える新

しん
聞
ぶん
記
き
事
じ

　（1929年
ねん

４月
がつ

18日
にち

付
づけ

「大
おお

阪
さか

毎
まい

日
にち

新
しん

聞
ぶん

」）



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

（2） 現
げん

在
ざい

の奈
な

良
ら

県
けん

では、２
ふ た り

人の願
ねが

いは、かなえ
られていると思

おも

いますか。自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

をふり
かえって、あなたの考

かんが

えに近
ちか

い方
ほう

に をつけ
ましょう。また、その理

り

由
ゆう

を書
か

きましょう。

 かなえられている ・ かなえられていない（ ）
 をつけた理

り

由
ゆう

（1） 次
つぎ

の話
はなし

と関
かん

係
けい

のある資
し

料
りょう

を、左
ひだり

の ～ か
ら選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

を、 から選
えら

んで
書
か

きましょう。

　  吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

やため池
いけ

は、計
けい

画
かく

に（ 反
はん

対
たい ）

する人
ひと

の理
り

解
かい

を得
え

るために何
なん

度
ど

も話
はな

し合
あ

いを

し、多
おお

くの人
ひと

が（ 協
きょう

力
りょく ）してつくられた。

　

（3） 吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

やため池
いけ

ができて、人
ひと

々
びと

のくらし
はどのように変

か

わったのかを書
か

きましょう。

ア エ

命
めい

令
れい

反
はん

対
たい

協
きょう

力
りょく

利
り

用
よう

⑵ 田畑の水をもとめて
4 くらしのなかに伝

つた

わる願
ねが

いと地いきの発てんにつくした人々

吉野川分水やため池をつくる工事や、完成後のようすについて考えることができる。（3 ）4年6 奈良 うら めあて

ウ吉
よし

野
の

川
がわ

の上
じょう

流
りゅう

にある奈
な

良
ら

県
けん

で大
おお

雨
あめ

がふれば下
か

流
りゅう

にある和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

はこう水
ずい

のひ害
がい

にあうよ。

ア当
とう

時
じ

の工
こう

事
じ

は、人
ひと

の手
て

によるものだった
ので、苦

く

労
ろう

したんだね。

  吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

やため池
いけ

の工
こう

事
じ

について、考
かんが

えま
しょう。 各10点〔50〕

3

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

和歌山県
けんやまかわ

奈良県
けんらな

紀の川（吉野川）
がわのよしかわき

　と
　つ
　かわ

十
津
川

和歌山市
　わ　か　やま　し　

くま　の がわ
熊野川

大阪府
ふさかおお

三重県
けんえみ

京都府
ふときょう

奈良盆地
　な　ら　ぼん　ち

猿谷ダム
さるたに

奈良市
しらな

十津川村
　と　つ　かわむら

津風呂ダム
　つ　ぶ　ろ

大迫ダム
おおさこ

吉野川と奈良県と和歌山県
がわ な ら けん わ か やま けんのよし

　（例
れい

）くらしがゆたかになった。表
現
力

終わったら見なおしましょう。

♥

土
ど
手
て
の土

つち
をかためる道

どう
具
ぐ
と、自

じ
分
ぶん
たち

の体
からだ
の重
おも
みで土

つち
をかためた。

（1） 堀
ほり

江
え

和
わ

三
さぶ

郎
ろう

と吉
よし

本
もと

利
り

平
へい

の２
ふ た り

人に共
きょう

通
つう

する願
ねが

いとは、どんなことでしたか。「水
みず

」という言
こと

葉
ば

を使
つか

って、上
うえ

のふき出
だ

しに書
か

きましょう。

  この単
たん

元
げん

で学
がく

習
しゅう

した、堀
ほり

江
え

和
わ

三
さぶ

郎
ろう

と吉
よし

本
もと

利
り

平
へい

に共
きょう

通
つう

する願
ねが

いについて、まとめましょう。

〔評価のめやす〕 ⑵現在の奈良県について
⑴共通する願いについて 自分の生活をふりかえっている。 自分の生活をふりかえっていない。
学習したことをもとにしている。 A B
学習したことをもとにしていない。 B C

イ

エ

吉
よ し

本
も と

利
り

平
へ い

について

大
や ま と

和平
へ い

野
や

土
と

地
ち

改
か い

良
りょう

区
く

の人
ひ と

の話
はなし

　天
てん

理
り

市
し

と大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の一
いち

部
ぶ

では、1924（大
たい

正
しょう

13）年
ねん

に水
みず

不
ぶ

足
そく

がおこり、いねが
かれてしまいました。そこ
で、1925年

ねん

に吉
よし

本
もと

利
り

平
へい

がため池
いけ

をつく
る組

くみ

合
あい

の会
かい

長
ちょう

になりました。
　反

はん

対
たい

する人
ひと

を説
せっ

得
とく

しながら、7年
ねん

後
ご

の
1932年

ねん

にため池
いけ

が完
かん

成
せい

しました。水
すい

路
ろ

もでき、米
こめ

のとれ高
だか

が増
ふ

えたそうです。

　吉
よし

野
の

川
がわ

分
ぶん

水
すい

によって生
う

み出
だ

された
水
みず

は、奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

の農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

として約
やく

7000h
ヘクタール

aの農
のう

地
ち

をうるおし、水
すい

道
どう

用
よう

水
すい

としても利
り

用
よう

されています。

ア

ウ

19301930年年
ねんねん

代代
だいだい

のの工工
こうこう

事事
じじ

のようすのようす

▲ 和
わ
歌
か
山
やま
県
けん
に流

なが
れる水

みず
がへらないように、

熊
くま

野
の

川
がわ

（十
と

津
つ

川
かわ

）の水
みず

の一
いち

部
ぶ

を猿
さる

谷
たに

ダム
にためた。
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終わったら見なおしましょう。

  金
きん

魚
ぎょ

づくりがさかんな大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

について、
考
かんが

えましょう。 各10点〔50〕

（1） 大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

で金
きん

魚
ぎょ

がたくさんつくられるよう
になったわけ２つに、 をつけましょう。

（ ） 池いけや川かわが多おおい土と 地ち だったから。
（ ） 大や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

だけで養
よう

しょくができたから。

（ ） 外がい国こくへの金きん魚ぎょの輸ゆ 出しゅつが増ふ えたから。
（ ） 育そだてるのにかかる手て 間ま が少すくないから。
（2） 大

や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の金
きん

魚
ぎょ

づくりについて、（　）にあ
う言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。
　  金

きん

魚
ぎょ

づくりは、藩
はん

士
し

の副
ふく

業
ぎょう

としておこなわれ、

古
ふる

い（ 歴
れき

史
し ）がある。

　  金
きん

魚
ぎょ

づくりがはじめられたのは、川
かわ

やため池
いけ

といった（ 自
し

然
ぜん ）も関かん係けいしている。

　

（3） 商
しょう

店
てん

街
がい

全
ぜん

体
たい

で金
きん

魚
ぎょ

を取
と

りあつかうわけを、次
つぎ

の言
こと

葉
ば

に続
つづ

けて書
か

きましょう。

2

協
きょう

力
りょく

養
よう

しょく 自
し

然
ぜん

歴
れき

史
し

　　金
きん
魚
ぎょ
をいかしたまちづくりをして

⑴ 伝
でん
統
とう
的
てき
な技

ぎ
術
じゅつ
をいかした地場産

さん
業
ぎょう

5 わたしたちの住んでいる奈
な

良
ら

県

大和郡山市の金魚の生産についてわかる。（1）
金魚づくりがさかんな大和郡山市のようすやまちづくりについて考えることができる。（2 ）4年7 奈良 めあて

  大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の金
きん

魚
ぎょ

の生
せい

産
さん

について、答
こた

えましょ
う。 各10点〔50〕

（1） 金
きん

魚
ぎょ

の生
せい

産
さん

がさかんな大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の位
い

置
ち

を、
上
うえ

の地
ち

図
ず

の ～ から選
えら

んで に
　番

ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 金
きん

魚
ぎょ

の育
そだ

て方
かた

について、次
つぎ

の話
はなし

にあう写
しゃ

真
しん

を
～ から選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（3） 資
し

料
りょう

を見
み

て、（　）にあう数
すう

字
じ

や言
こと

葉
ば

を書
か

きま
しょう。
　  大

や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

で2023年
ねん

にはん売
ばい

された金
きん

魚
ぎょ

は、

（43300000尾び）である。
　  大

や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の金
きん

魚
ぎょ

のはん売
ばい

量
りょう

は、年
ねん

々
ねん

　　（ へって ）きている。

1

1 3

ア ウ

九
駅

　く
　じ
ょ
う
え
き

九
条
駅

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
こ
お
り
や
ま
え
き

Ｊ
Ｒ
郡
山
駅

と
み
　お
　が
わ

富
雄
川

　さ
　
ほ
　が
わ

佐
保
川

き
ん
て
つ
こ
お
り
や
ま
え
き

近
鉄
郡
山
駅

 やまと こおりやまじょうあと

大和郡山城跡

金魚池
いけ

いけ

ぎょきん

ため池

金魚池の広がり
いけ ひろぎょきん

ウ大
おお

きさによって金
きん

魚
ぎょ

を分
わ

けたり、型
かた

や尾
お

の悪
わる

いものを取
と

りのぞいたりするよ。

ア出
しゅっ

荷
か

する前
まえ

は数
すう

日
じつ

間
かん

えさをあたえず、ふ
んで水

みず

がよごれないようにするよ。

1

　市
し

で金
きん

魚
ぎょ

の養
よう

しょくが始
はじ

まったのは、
1724年

ねん

に柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よし

里
さと

が郡
こおり

山
やま

城
じょう

に移
うつ

ってき
たときです。幕

ばく

末
まつ

には藩
はん

士
し

（さむらい）の
副
ふく

業
ぎょう

としてさかんになりました。昭
しょう

和
わ

40
年
ねん

代
だい

には大
や ま と

和郡
こおり

山
やま

市
し

の金
きん

魚
ぎょ

の外
がい

国
こく

への輸
ゆ

出
しゅつ

が増
ふ

え、生
せい

産
さん

量
りょう

が大
おお

はばに増
ふ

えました。

大
や ま と

和郡
こおり

山
や ま

市
し

市
し

役
や く

所
し ょ

の人
ひ と

の話
はなし

　（例
れい

）たくさんのお客
きゃく

さんに来
き

てもらうため。表
現
力 ♥

1993年
ねん

（尾）
び0

2003年
ねん

2013年
ねん

2023年
ねん

84127000
73710000

59557000

43300000

（2024年、大和郡山市ホームページ）
やま しねん こおりやまと

で め きん

わ きん

■金魚（和金）
■金魚（りゅうきん）
■金魚（出目金）

ぎょきん

ぎょきん

ぎょきん

しゅぶんきん

■金魚（朱文金）
■金魚（きゃりこ）
■金魚（その他）

ぎょきん

ぎょきん

ぎょ たきん

大和郡山市の金魚のはん売量
きん ぎょ ばい りょうやまこおりや ま と

奈
な

良
ら

県
けん

の地
ち

図
ず

金
きん

魚
ぎょ

の育
そだ

て方
かた

ア イ ウ

魚
うお
じめ さん卵

らん
・ふ化

か
選
せん
別
べつ

金
きん

魚
ぎょ

をいかしたまちづくり

 ▲商
しょう
店
てん
街
がい
の入

い
り口

ぐち
 ▲立

た
てかん板

ばん
 ▲市

し
役
やく
所
しょ
にあるポスト



秀学社4年7 奈良 うら

な
ま
え

組　　　　番

奈 良 県奈 良 県
な ら けん

の伝統工芸品
な ら けん ひんげいこうとうでん

◆ 奈
な

良
ら

県
けん

には、たくさんの伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

があります。
（1） 次

つぎ

の★の伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

が生
せい

産
さん

されている場
ば

所
しょ

を、地
ち

図
ず

に番
ばん

号
ごう

で書
か

きましょう。
（2） それぞれの伝

でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

には、どのようなくふうがあるのか調
しら

べてみましょう。

次
つぎ
の二

に
次
じ
元
げん
コードから

調
しら
べることができるよ！

伝
でん
統
とう
的
てき
工
こう
芸
げい
品
ひん
は、大

おお
きく分

わ
けて15種

しゅ
類
るい
あります。

「織
おり
物
もの
」「染
せん
色
しょく
品
ひん
」「その他

た
繊
せん
維
い
製
せい
品
ひん
」「陶
とう
磁
じ
器
き
」「漆
しっ
器
き
」「木
もっ
工
こう
品
ひん
・竹

ちっ
工
こう
品
ひん
」「金
きん
工
こう
品
ひん
」「仏
ぶつ
壇
だん
・仏

ぶつ
具
ぐ
」「和

わ
紙
し
」

「文
ぶん
具
ぐ
」「石
せっ
工
こう
品
ひん
」「貴

き
石
せき
細
ざい
工
く
」「人
にん
形
ぎょう
・こけし」「その他

た
の工
こう
芸
げい
品
ひん
」「工
こう
芸
げい
材
ざい
料
りょう
・工
こう
芸
げい
用
よう
具
ぐ
」があります。

国
くに
指
し
定
てい
伝
でん
統
とう
的
てき
工
こう
芸
げい
品
ひん

県
けん
指
し
定
てい
伝
でん
統
とう
的
てき
工
こう
芸
げい
品
ひん

　高
たか
山
やま
茶
ちゃ
せん（生

い
駒
こま
市
し
高
たか
山
やま
町
ちょう
）1

　奈
な
良
ら
筆
ふで
（奈

な
良
ら
市
し
）2

　奈
な
良
ら
墨
すみ
（奈

な
良
ら
市
し
）3

　木
もく
製
せい
灯
とう
篭
ろう
（奈

な
良
ら
市
し
）8

奈
な

良
ら

県
けん

を代
だい

表
ひょう

する伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

品
ひん

★　くろたき水
みず
組
くみ
木
もっ
工
こう
品
ひん
（吉

よし
野
の
郡
ぐん
黒
くろ
滝
たき
村
むら
）

　　大
や ま と
和指

さし
物
もの
（大

や ま と
和郡

こおり
山
やま
市
し
）

★　笠
かさ
間
ま
藍
あい
染
ぞめ
（宇

う
陀
だ
市
し
）

　　神
み
酒
きの
口
ぐち
（吉
よし
野
の
郡
ぐん
下
しも
市
いち
町
ちょう
）

★　大
や ま と
和出

い ず も
雲人

にん
形
ぎょう
（桜

さくら
井
い
市
し
出
い ず も
雲）

　　神
しん
具
ぐ
・神

かみ
棚
だな
（吉

よし
野
の
郡
ぐん
下
しも
市
いち
町
ちょう
）

　　奈
な
良
ら
表
ひょう
具
ぐ
（桜

さくら
井
い
市
し
）

　　奈
な
良
ら
一
いっ
刀
とう
彫
ぼり
（奈

な
良
ら
市
し
）

　　奈
な
良
ら
漆
しっ
器
き
（奈

な
良
ら
市
し
）

　　面
めん
（奈

な
良
ら
市
し
）

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

★　吉
よし
野
の
手
て
漉
す
き和

わ
紙
し
（吉

よし
野
の
郡
ぐん
吉
よし
野
の
町
ちょう
）10

　奈
な
良
ら
団
う ち わ
扇（奈

な
良
ら
市
し
）6

★　赤
あか
膚
はだ
焼
やき
（奈

な
良
ら
市
し
赤
あか
膚
はだ
町
ちょう
）4

　鹿
しか
角
つの
細
ざい
工
く
（奈

な
良
ら
市
し
）5

　奈
な
良
ら
晒
ざらし
（奈

な
良
ら
市
し
）7

★　大
おお
塔
とう
坪
つぼ
杓
しゃく
子
し
・栗
くり
木
き
細
ざ い く
工

（五
ご
條
じょう
市
し
大
おお
塔
とう
町
ちょう
）

9

　吉
よし
野
の
杉
すぎ
桶
おけ
・樽
たる
（吉

よし
野
の
郡
ぐん
下
しも
市
いち
町
ちょう
）12★　三

さん
方
ぽう
（吉

よし
野
の
郡
ぐん
下
しも
市
いち
町
ちょう
）11

1

4 22

2114

17
15

19

11
12 18

1316

10

20

6 5
7
82 3

9



思・判・表

/50

組　　　　番
秀学社

点

知・技

/50

な
ま
え

各10点［50］知識・技能 各10点［50］思考・判断・表現

♥

終わったら見なおしましょう。

  五
ご

條
じょう

市
し

の取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、 ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

し
ていますか。 に記

き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 五
ご

條
じょう

市
し

の人
ひと

々
びと

の取
と

り組
く

みについて、｛　｝の中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。

　  かき農
のう

家
か

の人
ひと

は、たくさん作
つく

るだけでなく、

安
やす

い 赤
あか

い よい｛ ｝かきを作つくっている。
　  ファンを増

ふ

やすために、五
ご

條
じょう

市
し

のかきを

 　 輸
ゆ

入
にゅう

ブランド化
か

保
ほ

存
ぞん｛ ｝している。

（3） かきを売
う

るために市
し

がしているくふうを、「ま
ちづくり」の言

こと

葉
ば

を使
つか

って書
か

きましょう。

2

ア エ

  かきの生
せい

産
さん

がさかんな五
ご

條
じょう

市
し

について、答
こた

え
ましょう。 各10点〔50〕

（1） 五
ご

條
じょう

市
し

の位
い

置
ち

を、上
うえ

の地
ち

図
ず

の ～ から選
えら

んで に番
ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 五
ご

條
じょう

市
し

について、資
し

料
りょう

からわかること２つに
をつけましょう。

（ ） 奈な 良ら 県けん内ないでいちばんみかんの生せい産さん量りょうが多おおい。
（ ） 100年ねん以い 上じょう前まえからかきが育そだてられている。
（ ） 平へい均きん気き 温おんは５月がつから10月がつまで15度ど をこえる。
（ ） 果か 樹じゅ園えんの面めん積せきは田た 畑はたの面めん積せきより広ひろい。

（3） 資
し

料
りょう

を見
み

て、次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

を書
か

き
ましょう。
　  五

ご

條
じょう

市
し

のかき作
づく

りは、100～400m
メートル

までの

 　 （ 土
と

地
ち ）の高たかさや、かきが育そだちやすい

（ 気
き

温
おん ）をいかしている。

1

1 3

⑵ 地いきの資
し

源
げん

を保
ほ

護
ご

・活用している
　 地いき（自

し

然
ぜん

かんきょう）

5 わたしたちの住んでいる奈
な

良
ら

県

五條市の位置や自然かんきょう、かき作りのようすがわかる。（1）
五條市の人々の取り組みについて考えることができる。（2 ）4年8 奈良 めあて

30

25

20

15

10

5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 121110

（度）

（月）
がつ

ど

（2006～2020年の平均）
きんへいねん

（気象庁調べ）
しらちょうしょうき

五條市の平均気温
き おんへい きんしじょうご

3

　（例
れい

）かきをいかしたまちづくりをしている。表
現
力

かき作
づ く

りに合
あ

った自
し

然
ぜ ん

条
じょう

件
け ん

①土
と

地
ち

の高
たか

さ　100～400m
メートル

②５～10月
がつ

の平
へい

均
きん

気
き

温
おん

が16度
ど

以
い

上
じょう

選 

択

五五
ごご

條條
じょうじょう

市市
しし

のの歴歴
れ きれ き

史史
しし

年
ねん

できごと

1921 大
だい
寒
かん
波
ぱ
で西

にし
吉
よし
野
の
村
むら
（今

いま
の五

ご
條
じょう

市
し
）のみかんの木

き
がかれ、富

ふ
有
ゆう

がきを本
ほん
格
かく
的
てき
に育

そだ
て始

はじ
める。

1974 果
か
樹
じゅ
園
えん
を広

ひろ
げる事

じ
業
ぎょう
が始

はじ
まる。

2005 西
にし
吉
よし
野
の
村
むら
が合

がっ
ぺいして、五

ご
條
じょう
市
し

になる。

現
げん
在
ざい

全
ぜん
国
こく
でも有

ゆう
名
めい
なかきの生

せい
産
さん
地
ち
。

エ
有
ゆう

名
めい

な人
ひと

に食
た

べてもらうことで、おいし
いことを伝

つた

えようとしているんだね。

ア
大
おお

きくてあまいかきを作
つく

るには、くふう
や努

ど

力
りょく

がたいせつなんだね。

奈奈
なな

良良
らら

県県
け んけ ん

のの地地
ちち

図図
ずず

柿
かき
博
はく
物
ぶつ
館
かん

「柿
かき
の里

さと
まつり」のようす

かき農
のう

家
か

の人
ひと

の話
はなし

　大
おお

きくてあまいかきを作
つく

るため
に、一

いち

年
ねん

中
じゅう

作
さ

業
ぎょう

をしています。５月
がつ

も、
小
ちい

さいつぼみを取
と

りのぞく、てきら
いという作

さ

業
ぎょう

をしています。これを
しないと、大

おお

きくてあまいかきを作
つく

ることができ
ません。

ア イ

ウ エ

首
しゅ
相
しょう
にかきのおくり物

もの

1

23

▲  ○をつけたつぼみ
を取

と
ります。



思・判・表

/50

組　　　　番
秀学社

点

知・技

/50

な
ま
え

各10点［50］知識・技能 各10点［50］思考・判断・表現

♥

終わったら見なおしましょう。

  明
あ

日
す

香
か

村
むら

の取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、 ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

し
ていますか。 に記

き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 明
あ

日
す

香
か

村
むら

の取
と

り組
く

みについて、｛　｝の中
なか

のあ
う言

こと

葉
ば

を でかこみましょう。
　  明

あ

日
す

香
か

村
むら

では、昔
むかし

ながらの
　　 博

はく

物
ぶつ

館
かん

風
ふう

景
けい

役
やく

場
ば｛ ｝を守まもりながら、

住
す

む人
ひと

の生
せい

活
かつ

もよくして、村
むら

が
　　 復

ふっ

旧
きゅう

調
ちょう

査
さ

発
はっ

てん｛ ｝するようにして
いる。

（3） 「明
あ

日
す

香
か

法
ほう

」が定
さだ

められたわけを、「歴
れき

史
し

的
てき

」と
いう言

こと

葉
ば

を使
つか

って書
か

きましょう。

2

ア エ

  伝
でん

統
とう

的
てき

な文
ぶん

化
か

が残
のこ

る明
あ

日
す

香
か

村
むら

について、答
こた

え
ましょう。 各10点〔50〕

（1） 明
あ

日
す

香
か

村
むら

の位
い

置
ち

を、上
うえ

の地
ち

図
ず

の ～ から
選
えら

んで に番
ばん

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 明
あ

日
す

香
か

村
むら

について、資
し

料
りょう

からわかること２つ
に をつけましょう。

（ ） 村むらには、50以い 上じょうの神じん社じゃがある。
（ ） 飛あ す か

鳥寺
でら

には、日
に

本
ほん

で最
もっと

も古
ふる

い仏
ぶつ

像
ぞう

がある。

（ ） 飛あ す か

鳥宮
きゅう

跡
せき

には、鬼
おに

に関
かん

する言
い

い伝
つた

えがある。

（ ） 村むらには、いろいろな形かたちをした古こ 墳ふんがある。
（3） 次

つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

を、資
し

料
りょう

からさがし
て書

か

きましょう。

　  明
あ

日
す

香
か

村
むら

は、1400年
ねん

ほど前
まえ

に（ 都
みやこ ）

がおかれた場
ば

所
しょ

で、寺
てら

や古
こ

墳
ふん

、遺
い

跡
せき

など多
おお

く

の（ 文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん ）が残のこされている。

1

1 3

⑶ 地いきの資
し

源
げん

を保
ほ

護
ご

・活用している
　 地いき（伝

でん

統
とう

的
てき

な文化）

5 わたしたちの住んでいる奈
な
良
ら
県

　（例
れい

）村
むら

の歴
れき

史
し

的
てき

な景
けい

観
かん

を守
まも

るため。表
現
力

2

明日香村の位置や村の特色がわかる。（1）
明日香村の取り組みについて考えることができる。（2 ）4年8 奈良 うら めあて

選 

択

イ
村
むら

をおとずれる人
ひと

が観
かん

光
こう

しやすいように
して、村

むら

のみりょくを伝
つた

えているよ。

エ
昔
むかし

ながらの水
すい

田
でん

で米
こめ

作
づく

り体
たい

験
けん

ができる
オーナー制

せい

度
ど

があるよ。

整
せい
備
び
前
まえ

整
せい
備
び
後
ご

電
でん
線
せん
が地

ち
中
ちゅう
にうめられた。

奈
な

良
ら

県
けん

の地
ち

図
ず

明
あ

日
す

香
か

村
むら

の文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

1

2
3

今
いま
から1400年

ねん
ほど前

まえ
に都

みやこ
がおかれ、

日
に
本
ほん
の中

ちゅう
心
しん
として栄

さか
えた。

明
あ
日
す
香
か
村
むら
のようす

▲ 高
たか
松
まつ
塚
づか
古
こ
墳
ふん
　石

せき
室
しつ
のかべに「飛

あ す か
鳥美

び
人
じん
」

がえがかれている円
えん
墳
ふん
。

▲ 飛
あ す か
鳥寺

でら
　日

に
本
ほん
最
さい
古
こ
の仏

ぶつ
像
ぞう
「飛

あ す か
鳥大

だい
仏
ぶつ
」がある。

▲ 牽
けん
牛
ご
子
し
塚
づか
古
こ
墳
ふん
　全

ぜん
国
こく
でもめず

らしい八
はち
角
かく
形
けい
の古

こ
墳
ふん
。

▲ 石
いし
舞
ぶ
台
たい
古
こ
墳
ふん
　

日
に
本
ほん
最
さい
大
だい
級
きゅう
の方

ほう
墳
ふん
。

▲ 飛
あ す か
鳥宮

きゅう
跡
せき
　日

に
本
ほん
の政

せい
治
じ

や文
ぶん
化
か
の中

ちゅう
心
しん
だった。

明
あ

日
す

香
か

村
む ら

役
や く

場
ば

の人
ひ と

の話
はなし

　明
あ

日
す

香
か

村
むら

では、昔
むかし

な
がらの景

けい

観
かん

や歴
れき

史
し

をお
とずれた人

ひと

に感
かん

じても
らうために、「明

あ

日
す

香
か

ま
るごと博

はく

物
ぶつ

館
かん

」づくりを進
すす

めています。
村
むら

全
ぜん

体
たい

を屋
や

根
ね

のない博
はく

物
ぶつ

館
かん

のようにし
ようという取

と

り組
く

みです。
　また、村

むら

の周
しゅう

遊
ゆう

バスや案
あん

内
ない

板
ばん

を整
せい

備
び

しています。

「日
に
本
ほん
の棚

たな
田
だ
百
ひゃく
選
せん
」に選

えら
ばれた稲

いな
渕
ぶち
の棚

たな
田
だ

「明
あ
日
す
香
か
法
ほう
」によって、建

たて
物
もの
の高

たか
さや屋

や

根
ね
の形

かたち
などが決

き
められている。

明
あ
日
す
香
か
村
むら
のコンビニエンスストア

ア イ

エウ



思・判・表

/50

組　　　　番
秀学社

点

知・技

/50

な
ま
え

各10点［50］知識・技能 各10点［50］思考・判断・表現

♥

⑷ 世界とつながる地いき
5 わたしたちの住んでいる奈

な

良
ら

県

奈良市と外国とのつながりについてわかる。（1）
奈良市や奈良県でおこなわれている取り組みについて考えることができる。（2 ）4年9 奈良 めあて

  奈
な

良
ら

市
し

と外
がい

国
こく

とのつながりについて、答
こた

えま
しょう。 各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、どの資
し

料
りょう

を見
み

て話
はな

していますか。
～ から選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 奈
な

良
ら

市
し

に住
す

んでいる外
がい

国
こく

人
じん

の数
かず

を、資
し

料
りょう

を見
み

て書
か

きましょう。
 （ 3721 人

にん）
（3） 奈

な

良
ら

市
し

のようすについて、正
ただ

しいもの２つに
をつけましょう。

（ ） 奈な 良ら 市し には、外がい国こく語ご に対たい応おうしたしせつがた
くさんある。

（ ） 市し 内ないに住す む外がい国こく人じんの数かずは、日に 本ほん人じんの数かずより
も多

おお

い。
（ ） 市し の観かん光こう戦せん略りゃく課か では、外がい国こく人じん観かん光こう客きゃくだけに

おもてなしをしている。
（ ） 市し と会かい社しゃや市し に住す む人ひとが外がい国こく人じんの観かん光こう客きゃくと

うまく関
かか

わるための取
と

り組
く

みをしている。

1

ア エ

イ
奈
な

良
ら

市
し

が運
うん

営
えい

している案
あん

内
ない

所
しょ

では、観
かん

光
こう

に便
べん

利
り

な情
じょう

報
ほう

を調
しら

べられるね。

ア
外
がい

国
こく

人
じん

観
かん

光
こう

客
きゃく

も楽
たの

しめるように、イベン
トが開

ひら

かれているよ。

  奈
な

良
ら

市
し

や奈
な

良
ら

県
けん

の取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えま
しょう。 各10点〔50〕

（1） 外
がい

国
こく

とのつながりについて、｛　｝の中
なか

のあう
言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。

　  市
し

は、外
がい

国
こく

の都
と

市
し

と きょうそう 交
こう

流
りゅう｛ ｝

するために特
とく

別
べつ

な関
かん

係
けい

を結
むす

んでいる。
　  日

に

本
ほん

や外
がい

国
こく

には、それぞれ意
い

味
み

や由
ゆ

来
らい

をもつ

国
こっ

旗
き

自
し

然
ぜん｛ ｝があり、たいせつにしている。

（2） 奈
な

良
ら

市
し

や奈
な

良
ら

県
けん

の取
と

り組
く

みについて、（　）に
あう言

こと

葉
ば

を から選
えら

んで書
か

きましょう。

　  日
に

本
ほん

人
じん

も外
がい

国
こく

人
じん

も（ 安
あん

心
しん ）してくら

せるように、外
がい

国
こく

の人
ひと

の生
せい

活
かつ

をしえんして

 　（ 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい）を進すすめている。

　

（3） 外
がい

国
こく

の人
ひと

とともにくらすためにたいせつなこ
とを、ちがいという言

こと

葉
ば

を使
つか

って書
か

きましょう。

2

けんさく 安
あん

心
しん

観
かん

光
こう

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

トレド市（スペイン）

慶州市（韓国）

西安市・揚州市（中国）

キャンベラ（オーストラリア）

ベルサイユ市（フランス）
し

し

しあんせい ししゅうよう

ししゅうけい かんこく

ちゅうごく

サマルカンド市（ウズベキスタン）
し

奈良市の姉妹（友好）都市奈良市の姉妹（友好）都市
なな らら しし しし まいまい ゆうゆう こうこう とと しし

外
がい
国
こく
語
ご
の相

そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
がある奈

な
良
ら
県
けん
外
がい
国
こく
人
じん

支
し
援
えん
センターが入

はい
っている建

たて
物
もの
。

終わったら見なおしましょう。

　（例
れい

）おたがいのちがいをみとめあうこと。表
現
力

Ｊ
ジェイ
Ｒ
アール
奈
な
良
ら
駅
えき
や近
きん
鉄
てつ
奈
な
良
ら
駅
えき
のようす。

エ

イ

ウ

奈
な

良
ら

市
し

総
そう

合
ごう

観
かん

光
こう

案
あん

内
ない

所
しょ

市
し

町
ちょう

村
そん

別
べつ

の外
がい

国
こく

人
じん

・日
に

本
ほん

人
じん

人
じん

口
こう

開
かい

所
しょ

時
じ

間
かん

　9：00～19：00（年
ねん

中
じゅう

無
む

休
きゅう

）
外
がい

国
こく

語
ご

対
たい

応
おう

手
て

荷
に

物
もつ

あずかり、外
がい

貨
か

両
りょう

がえ機
き

、
情
じょう

報
ほう

けんさくコーナー、授
じゅ

乳
にゅう

室
しつ

、
フリーＷ

ワ イ

i－F
ファイ

i、カフェなど

市
し
町
ちょう
村
そん
名
めい

外
がい
国
こく
人
じん

日
に
本
ほん
人
じん

1 奈
な
良
ら
市
し

3721 350909

2 生
い
駒
こま
市
し

1294 115381

3 橿
かし
原
はら
市
し

1045 119877

4 天
てん
理
り
市
し

834 63055

5 大
や ま と
和郡

こおり
山
やま
市
し

739 82546

単
たん

位
い

：人
にん

 （2020年
ねん

　国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

）

ナラ・ファミリー＆
アンド

フレンドの人
ひと

の話
はなし

　県
けん

にはさまざまな国
くに

の人
ひと

が住
す

んでいます。髪
かみ

・目
め

・
皮
ひ

ふの色
いろ

、言
こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

、習
しゅう

かんはちがっても、みんな
が奈

な

良
ら

県
けん

で生
せい

活
かつ

しています。言
こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

のかべをこえた交
こう

流
りゅう

の場
ば

をつくり、おた
がいの理

り

解
かい

を深
ふか

めたいと思
おも

っています。

珠
じゅ
光
こう
茶
ちゃ
会
かい
　奈

な
良
ら
大
だい
茶
ちゃ
会
かい

伝
でん
統
とう
的
てき
な文

ぶん
化
か
のおもてなしのようす。

ア
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きゅ
う　

４
級
か
ら
ち
ょ
う
せ
ん

し
て
み
よ
う
！

　
　
　
と
ど
う
ふ
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ほ
う
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
う
ふ
け
ん
め
い
　
　
か

47
都
道
府
県
の
ま
と
め
で
す
。
①
に
は
地
方
名
を
②
～
⑤
に
は
都
道
府
県
名
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
   
   
も
ん
ち
ゅ
う
　
   
も
ん
せ
い
か
い
　
　
　
　
　
　
ご
う
か
く

（
5
問
中
4
問
正
解
し
た
ら
合
格
）

③

④

①

⑤

級きゅ
う

33

に
ち
ょ
う
せ
ん
!

都
道
府
県

道
府
県

都
ど
う

ふ
け
ん

とと
ど
う

ふ
け
ん

検
定

検
定

け
ん

て
い

け
ん

て
い

組
　
　
　
　
番

な ま え

秀
学
社

ち
ほ
う

地
方

① ② ③ ④ ⑤

ち
ほ
う

地
方

級きゅ
う

44

級きゅ
う

11
級きゅ

う

22

②

②

●③

① ④
⑤

③
④

②

⑤

③
④

①
②

⑤

①

① ② ③ ④ ⑤

ち
ほ
う

地
方

① ② ③ ④ ⑤

ち
ほ
う

地
方

① ② ③ ④ ⑤

4
年

9
奈良
う
ら

ほ
っ
か
い
ど
う

北
海
道

み
や
ぎ
け
ん

宮
城
県

ち
ば
け
ん

千
葉
県

な
　
ら
け
ん

奈
良
県

お
き
な
わ
け
ん

沖
縄
県

と
う
ほ
く

東
北

あ
き
た
け
ん

秋
田
県

と
う
きょ
う
と

東
京
都

お
お
さ
か
ふ

大
阪
府

か
　
ご
し
ま
け
ん

鹿
児
島
県

ちゅ
う
ぶ

中
部

い
わ
て
け
ん

岩
手
県

と
ち
ぎ
け
ん

栃
木
県

し
ま
ね
け
ん

島
根
県

お
お
い
た
け
ん

大
分
県

き
ん
き

近
畿

や
ま
が
た
け
ん

山
形
県

し
ず
お
か
け
ん

静
岡
県

こ
う
ち
け
ん

高
知
県

な
が
さ
き
け
ん

長
崎
県



知識・技能

点

組　　　　番
秀学社

な
ま
え

各10点［100］知識・技能

  県
けん

内
ない

に昔
むかし

から残
のこ

るものについて、答
こた

えましょう。
   各10点〔50〕

（1） 次
つぎ

のことは、上
うえ

の ～ のどの資
し

料
りょう

を見
み

て
話
はな

していますか。 に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 次
つぎ

の文
ぶん

の（　）にあう言
こと

葉
ば

を、 から選
えら

んで
書
か

きましょう。

　  奈
な

良
ら

県
けん

には、昔
むかし

から受
う

けつがれた（伝
でん

統
とう

的
てき）

な技
ぎ

術
じゅつ

をいかした地
じ

場
ば

産
さん

業
ぎょう

が多
おお

くある。

　  奈
な

良
ら

県
けん

では、毎
まい

年
とし

同
おな

じ時
じ

期
き

に昔
むかし

からおこなわ

れる祭
まつ

りなど、（年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ）がさかんである。

　  奈
な

良
ら

県
けん

には、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

された「古
こ

都
と

奈
な

良
ら

の（文
ぶん

化
か

財
ざい）」など国くにの財ざい産さんがたくさんある。

　

3

ア エ

文
ぶん

化
か

財
ざい

近
きん

代
だい

的
てき

訓
くん

練
れん

年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

伝
でん

統
とう

的
てき

４年のまとめ

都道府県の名前と位置、奈良県のようすがわかる。（1・2 ）
奈良県に昔から残るものについてわかる。（3 ）4年10 奈良 めあて

  日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

を見
み

て、地
ち

図
ず

の にあう都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の名
な

前
まえ

を、 から選
えら

んで書
か

きましょう。 各10点〔20〕

 （ 東
とう

京
きょう

都
と ）

 （ 広
ひろ

島
しま

県
けん ）

 

  奈
な

良
ら

県
けん

のようすについて、答
こた

えましょう。
   各10点〔30〕

（1） 次
つぎ

の写
しゃ

真
しん

にあう場
ば

所
しょ

を、下
した

の地
ち

図
ず

の ～
から選

えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。

（2） 奈
な

良
ら

県
けん

のようすについて、地
ち

図
ず

からわかるこ
と１つに をつけましょう。

（ ） 吉よし野の 川がわは、奈な 良ら 盆ぼん地ち を通とおって大おお阪さか府ふ へ流ながれ
ている。

（ ） 県けんの南なん西せい部ぶ には、高たかさが100ｍメートル未み 満まんの土と 地ち
が広

ひろ

がっている。
（ ） 県けんの北ほく東とう部ぶ に、400～800ｍメートル未み 満まんの高たかさの高こう

原
げん

が広
ひろ

がっている。

1 1 2

1

2

東
とう

京
きょう

都
と

北
ほっ

海
かい

道
どう

沖
おき

縄
なわ

県
けん

広
ひろ

島
しま

県
けん

2

ア ウ

㋐

㋑
㋒

がわ

がわ かわ

ち

さん

たか

み

さん

ち

が
わ

か
わ

未満
み まん

奈良県の地形のようす
ち けいな ら けん

ア

ウ

うらの問題もやりましょう。

金
きん
魚
ぎょ
の養

よう
しょく

法
ほう
隆
りゅう
寺
じ

陀
だ
々
だ
堂
どう
の鬼

おに
はしり

ア

ウ エ

ウ

イ

３びきの鬼
おに

がたいまつをもって走
はし

る、約
やく

700年
ねん

前
まえ

から続
つづ

く祭
まつ

りなんだね。

発
はっ

くつ調
ちょう

査
さ

でわかったことをもとに、当
とう

時
じ

の建
たて

物
もの

が復
ふく

元
げん

されたんだよ。

1000 200km

日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

　　

♥

平
へい
城
じょう
宮
きゅう
跡
せき
の第

だい
一
いち
次
じ
大
だい
極
ごく
殿
でん

イ



思考・判断・表現

点

秀学社
組　　　　番

な
ま
え

各10点［50］思考・判断・表現

♥

  自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

に対
たい

する取
と

り組
く

みについて、考
かんが

えま
しょう。 各10点〔30〕

（1） ｛　｝の中
なか

のあう言
こと

葉
ば

を でかこみましょう。
　  自

し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

したときは、

 　 警
けい

察
さつ

県
けん

庁
ちょう

自
じ

衛
えい

隊
たい｛ ｝に情じょう報ほうを集あつめる

ようにしている。

　  県
けん

庁
ちょう

は、ふだんから 企
き

業
ぎょう

家
か

庭
てい

外
がい

国
こく｛ ｝

と協
きょう

力
りょく

することで、災
さい

害
がい

にそなえている。

（2） 災
さい

害
がい

にそなえて、自
じ

分
ぶん

たちにできることを書
か

きましょう。

5

各市町村
そんちょうしかく

警察（110番）
ばんさつけい

消防（119番）
ばんぼうしょう

東京にある消防庁
とうきょう ぼうちょうしょう

自衛隊

県　庁

じ　えいたい

けん ちょう

災
　害
　発
　生せ

い

は
っ

が
い

さ
い

ごみをへらしたり、水をたいせつにしたりするくふうについて考えることができる。（4）
自然災害に対する取り組みについて考えることができる。（5）

（2） 行
こう

動
どう

や考
かんが

えは、どのように変
か

わりましたか。
学
がく

習
しゅう

前
まえ

と学
がく

習
しゅう

後
ご

の両
りょう

方
ほう

について書
か

きましょう。

（3） 行
こう

動
どう

や考
かんが

え方
かた

が変
か

わった理
り

由
ゆう

を、学
がく

習
しゅう

したこ
とを使

つか

って書
か

きましょう。

  ごみをへらしたり、水
みず

をたいせつにしたりす
るくふうについて、次

つぎ

の人
ひと

の話
はなし

にあう資
し

料
りょう

を、
下
した

の ～ から選
えら

んで に記
き

号
ごう

を書
か

きましょう。
   各10点〔20〕

4

ア エ

リユース、
リサイクルされた資源

げんし

4Rを考えて
せい品をつくる

ひん

かんがアールフォー

むだなく運ぶ
はこ

買う買う
かか

使う使う
つかつか

資
源
資
源げ

ん
げ
ん

しし
もやす、
うめ立てる

た

使い終わる使い終わる
おわおわつかつか

リユースリユース

リサイクルリサイクル

じゅんかん型社会
しゃ かいがた

イ

地下水
ち か すい

森林の土は、スポンジのように水を
ふくみ、たくわえる。

しんりん つち みず

森林は緑のダム
しん りん みどりア

ウ エ

エ

イ

資
し

源
げん

をたいせつにするためには、ごみを
できるだけ出

だ

さないことが重
じゅう

要
よう

だね。

水
みず

は必
ひつ

要
よう

なだけ使
つか

い、使
つか

う水
みず

もよごさな
いようにしないといけないね。

（1） 自
じ

分
ぶん

の行
こう

動
どう

や考
かんが

えが最
もっと

も変
か

わった学
がく

習
しゅう

1つに、
をつけましょう。

わたしたちのわたしたちの奈奈
なな

良良
らら

県県
けんけん

くらしのなかにくらしのなかに伝伝
つたつた

わるわる願願
ねがねが

いい

健健
けんけん

康康
こうこう

なくらしをささえるなくらしをささえる

地地
ちち

いきのいきの発発
はっはっ

てんにつくしたてんにつくした人人
ひとひと

々々
びとびと

自自
しし

然然
ぜんぜん

災災
さいさい

害害
がいがい

からから人人
ひとひと

々々
びとびと

をを守守
まもまも

るる

わたしたちのわたしたちの住住
すす

んでいるんでいる奈奈
なな

良良
らら

県県
けんけん

学
がく

習
しゅう

する前
まえ

は

 けど

学
がく

習
しゅう

した後
あと

は

４年のまとめ

4年10 奈良 うら めあて

　（例
れい

）家
か

族
ぞく

でハザードマップをかくにんしておく。表
現
力

〔評価のめやす〕 ⑶行動や考えが変わった理由

⑵行動や考えがどのように変わったか 学習したことをもとに理由
を書いている。

学習したことをもとにせず
理由を書いている。

自分の生活をふりかえって書いている。 A B
自分の生活をふりかえっていない。 B C

  社
しゃ

会
かい

科
か

は、よりよい社
しゃ

会
かい

になることを願
ねが

ってつくられた教
きょう

科
か

です。
　この願

ねが

いをもとに１年
ねん

間
かん

の学
がく

習
しゅう

をふり返
かえ

りましょう。

主体的に学習に取り組む態度

学
がく

習
しゅう

をふりかえって

終わったら見なおしましょう。

節
せっ
水
すい
のよびかけ

共
きょう
同
どう
のうめ立

た
てしょ分

ぶん
場
じょう




